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第709図 士壊（15)出士遺物

第45 2号土墳 第46 4号土蹟 第47 4号土嘱

1 暗褐色土焼土、 B軽石を少量含む粘性あり l 黄褐色土 焼土粒子、炭化粒子を多量に含む 1 暗黄褐色土 炭化粒子、白色粒子を少量含む

2 黄褐色土 暗灰色粘土を含む

第453号土讀 3 灰黄褐色土 暗灰色粘土に黄褐色土を含む 第475号土蹟

1 暗褐色土焼土、 B軽石を少呈含み、砂を多員に含む 4 黄褐色土 炭化粒子を少呈含む 1 暗褐色土 焼土、炭を少量含み、 B軽石を含む

5 暗褐色土 白色粒子を少量含む

第454号土壕 第476号土城

1 暗黄褐色土 地山よりやや暗く粘性あり 第465号土凛 1 暗黄褐色土

1 暗褐色土焼土、炭を多且に含む
第455号土環 第477号土蹟

1 暗褐色土焼土粒子を少量含み、底面付近に暗黄褐色 第466号土漬 l 暗黄褐色土焼土、炭、 B軽石を少量含む地山より

土を含む粘性あり 1 暗黄褐色土 白色粒子を少:1l:含む やや暗い

2 暗黄褐色土 炭化粒子、白色粒子を少豆含む

第456号土塘 第467号土演
1 暗褐色土焼土を多量に含み、炭、 B軽石、砂を少量 1 暗黄褐色土 白色粒子を含む地山よりやや暗い 第478号土墳

含む 1 暗黄褐色土 焼土粒子、炭化粒子を少呈含む

2 暗褐色土 B軽石を少呈含む 第468号土蹟
3 暗黄褐色土 白色粒子を多量に含む粘性あり 1 暗黄褐色土焼土、炭を多量に含む粘性あり 第47 9号土濱

1 暗褐色土焼土を少量含み、炭を微量含む
第457号土讀 第469号土嘱 2 暗黄褐色土 暗褐色プロックを少量含む粘性あり
1 暗黄褐色土 白色粒子を多呈に含む粘性あり 1 暗黄褐色土 白色粒子を含む地山よりやや暗い 3 暗褐色土 焼土を多蘊に含み、暗黄褐色土を微li!含む

粘性あり

第458号土填 第470号土嘱 4 暗黄褐色土焼土を少呈含む粘性あり
1 暗褐色土焼土を少量含む 1 暗黄褐色土 白色粒子を含む地山よりやや暗い 5 暗黄褐色土地山よりやや暗く粘性あり
2 暗褐色土焼土を微呈含む

第47 1号土壌 第480号土濱
第459号土壕 1 暗黄褐色土焼土、炭を含む 1 暗茶褐色土焼土粒子、炭化粒子微量含む粘性あり
1 暗黄褐色土焼土、炭を少量含む

第47 2号土濱 第48 1号土墳
第460号土嘱 1 暗黄褐色土 白色粒子を少量含む粘性あり 1 暗褐色土 焼土を多量、炭を少豆含む粘性あり
1 暗黄褐色土焼土を多呈に含み、炭を少量含む粘性 2 暗茶褐色土焼土、炭を微量含む粘性あり
あり 第47 3号土嘱
2 暗黄褐色土焼土を微量含む 1 黒色土 焼土、炭化物、砂利、礫を多量に含む 第482号土濱

2 黒褐色土 焼土粒子、炭化物を多量に含み、小砂利を 1 暗黄褐色土 焼土、炭を多量に含む
第462号土濱 少量含む
1 暗褐色土 白色粒子を少量含む 3 暗茶褐色土 焼土、炭化物を微量含み、河原石を多亘

に含む粘性あり

第463号土壕

1 暗黄褐色土 白色粒子を含む粘性あり
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第710図土壊 （16)
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第711図 土壊（16)出土遺物

第483号土墳
1 暗黄褐色土焼土を多量に含む

第484号土凛
1 暗灰褐色土焼土を少量含む
2 暗褐色土焼土を微量含む

第48 5号土濱
1 暗褐色土焼土を少量含み、 B軽石を多量に含む
2 暗黄褐色土焼土、炭化粒子を多量に含む粘性あり
3 暗黄褐色土砂利を多量に含む粘性あり
4 暗黄褐色土 B軽石を多呈に含む
5 暗黄褐色土 B軽石を少量含む粘性あり
6 暗黄褐色土焼土を少量含む粘性あり
7 暗黄褐色土 B軽石を少量含む粘性あり
8 暗黄褐色土河原石を多量に含む

第486号土濱
1 黒褐色土焼土粒子、炭化物を多量に含み、小砂利を
少量含む
2 暗茶褐色土焼土、炭化物を微量含み、河原石を多量
に含む粘性あり

第487号土濱
1 暗黄褐色土焼土を少量含み、 B軽石を含む砂質

第488号土壕
1 暗褐色土焼土を微量含み、 B軽石、砂を多量に含む
砂質

2 暗褐色土炭を少量含み、砂利を多量に含む
3 暗黄褐色土 白色粒子を少量含む

第489号土濃
1 暗褐色土焼土、 B軽石を少量含み、砂を多量に含む
2 暗褐色土焼土、砂を少量含む

第490号土濃
1 暗灰褐色土砂利を多量に含む粘性あり

第49 1号土環
1 黒褐色土焼土粒子、炭化物を多量に含む

第493号土蹟
1 暗黄褐色土焼土を微量含む炭化物層下層は河原
石を多量に含む（砂利層）

第494号土濃
1 暗褐色土 焼土、 B軽石を少量含む砂質

第495号土濃
1 暗褐色土 焼土を微量、 B軽石を多量に含む砂質
2 暗褐色土 焼士を少量含み、 B軽石を含む
3 褐色土 B軽石を含む

第496号土噴
l 暗灰褐色土 B軽石、河原石を少量含む砂質

第497号土演
1 暗褐色土 B軽石を少量含む

第498号土凛
1 暗褐色土 B軽石を少量含む

第499号土墳
1 暗褐色土焼士、 B軽石を少量含む
2 暗黄褐色土 焼土を微量含み、白色粒子を少量含む

第500号土環
1 暗褐色土焼土、炭化物を微量含む
2 黒褐色土焼土、炭化物を少量含む粘性あり

第50 1号土演
1 暗褐色土 焼土、炭を多量に含む

第502号土濱
1 暗黄褐色土焼土、炭化物を少量含み、 B軽石を含む
2暗褐色土焼土を少量含み、炭化物を微量含む
3 暗褐色土焼土を少量含み、炭化物を多量に含むフ
ラプ羽口など含む層

第503号土墳
1 暗灰褐色土焼土粒子を少量含み、砂を多量に含む
粘性あり

第504号土演

第505号土嘱
1 暗褐色土 白色粒子を多量に含む粘性あり

第506号土凛
1 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子、砂を少量含む

第507号土潰
1 褐色土 焼土、炭化物を微量含み、B軽石を含む

第508号土凛
1 暗褐色土焼土、炭を少量含み、炭化物プロックを微
量含む

第509号土珊
1 暗黄褐色土焼土を微量含み、 B軽石、砂利、河原石
を多量に含む

第51 0号土嘱
1 暗褐色土焼土、炭化物を微量含み、 B軽石を含む
2 暗褐色土 焼土、炭化物を少量含み、 B軽石を含む
3 褐色土焼土を多量に含み、炭化物を少量含む

第51 1号土濱
1 暗褐色土焼土、炭を少量含む

第51 2号土壕
1 暗褐色土焼土を多量、炭を少量含む粘性あり

第51 3号土潰
1 暗褐色土 焼土を少量含み、炭を微量含む
2 暗黄褐色土 炭を微量含み、白色粒子を少量含む

第51 4号土潰
1 暗黄褐色土焼土を多量に含む底面は一面の河原石

第51 5号土凛
1 暗灰褐色土 焼土、炭化物を微量含み、B軽石を含む

第51 6号土墳
1 暗褐色土焼土、炭を多量に含み、黄褐色土プロッ
ク、 B軽石を含む

冒汀言：：：：焼1土石粒子砂微和：含： こ ／ロ ニ］

□》2 SK500 ◎ 

SK494 

1 暗褐色土 焼土を多量に含み、炭を微量含む
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3は、土師器の杯AV[である。 4は、土師器の杯AN

である。 6は、灰釉陶器の高台付椀である。 7は、土

師器の鉢である。 8• 9は、土師器の甕である。 10は、

須恵器（S)の広口壷である。

第571号土城の 1は、土師器の皿Aである。

第573号土壊の1は、土師器の杯ANである。
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第581号土壊の 1は、土師器の杯Cである。

土堀（19)の出土遺物 （第717図）

第611号土壊の 1は、須恵器 (NS)の高台付椀で

ある。

第618号土壌の 1は、須恵器（S)の蓋である。 2
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第712図士壊 （17)
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第713図 土壌（17)出士遺物

第51 7号土蹟
1 暗褐色土焼土、炭を少塁含み、 B軽石を含む

第51 8号土嘱
1 暗褐色土焼土、炭化物を少塁含みB軽石を少量含む

第51 9号土濃
1 褐色土焼土、炭化物を微旦含みB軽石を多量に含む
2 暗褐色土焼土、炭化物を少呈含みB軽石を少呈含む

第520号土蹟

l 暗黄褐色土焼土を微亘含み、 B軽石、砂利、河原石
を多呈に含む

第52 1号土演
1 暗灰褐色土 地山よりやや暗い砂質（砂利層）

第523号土蹟

1 暗褐色土焼土、小石を多量、炭を少量含む砂質

2 暗褐色土砂質
3暗褐色土焼土、炭を少量含む
4 暗褐色土焼土、炭を層状に含む砂質

5 暗灰褐色土 砂利主体焼土を少量含む
6 暗灰褐色土 5層よりもやや明る＜暗褐色土を少塁
含む

第524号土蹟

1 暗褐色士焼土、炭をを多旦に含む粘性あり
2 赤褐色土粘土層

第52 5号土讃
1 暗褐色土炭を多量に含む粘性あり

2 黒褐色土焼土を少亘、炭を多量に含む粘性あり
3 暗褐色土焼土を多量、炭を少嚢含む粘性あり
4 暗灰褐色土 砂利主体焼土、暗褐色土を少昼含む

5 暗褐色土焼土を少呈含み、河原石を多呈に含む粘
性あり（砂利層）

6 暗灰褐色土 地山よりやや明る＜暗褐色土を少呈含
む（砂利層）

第52 6号土凛
1 暗灰褐色土砂利主体焼土を微量含む

2 暗黄褐色土 暗褐色土を少量含み、砂を多量に含む
粘性あり

3 暗褐色土河原石を多量に含む砂質

第52 7号土渡

1 暗灰褐色土砂利主体焼土を微呈含む
2 暗黄褐色土 暗褐色土を少塁含み、砂を多呈に含む
粘性あり

3 暗褐色土河原石を多呈に含む砂質

第52 8号土蹟

1 暗黄褐色土 焼土を少呈含み、砂利を多塁に含む

第52 9号土凛
1 暗褐色土 焼土、炭を微呈含み、 B軽石を含む

第530号土墳

l 暗褐色土焼士を多呈に含み、炭を少呈含む
2 暗褐色土焼土、炭を少量含む
3 暗黄褐色土 炭化粒子を微量、白色粒子を少量含む

第53 1号土塙
1 暗灰褐色土 砂利主体暗褐色粘土を少量含む

第53 2号土塀

1 暗黄褐色土 焼土粒子を少塁含み、砂を多呈に含む
地山よりやや暗い粘性あり

第533号土墳

l 暗灰褐色土 焼土を微量含み、砂を多黛に含む

第53 4号土漿
l 暗褐色土 焼土、炭、砂利、小石を多量に含む
2 暗黄褐色土 焼土粒子を少量含み、砂利、小石を多塁
に含み、河原石を微量含む

3 暗黄褐色土焼土粒子を少呈含み、炭を多塁に含む
4 暗黄褐色土焼士を微量含み、焼土粒子を少量含む

5 暗黄褐色士焼土、炭、砂利を少呈含む粘性あり

第535号土墳

1 暗黄褐色土 白色粒子を含む

第53 6号土蹟

1 暗褐色土焼土を微量含む粘性あり

第53 7号土渡
1 暗褐色士焼土、炭を微呈含み、礫を多呈に含む

第538号土蹟

1 暗灰褐色土 砂を多呈に含む

第53 9号土囁
1 暗灰褐色土 焼土粒子を微塁含み、砂利を多嚢に含む

2 暗灰褐色土河原石、砂利を多亘に含む粘性あり

3 暗灰褐色土砂利層

第540号土蹟

1 黒褐色土焼土、炭化物を微呈含む

第54 1号土蹟
1 暗褐色土砂を多量に含む

第542号土讀
1 黒褐色土焼土、砂を少呈含む

第543号土城
1 暗灰褐色土 砂利を多呈に含む

第544号土曙）

1 黒褐色土 焼土を多呈に含む

第545号土壌

1 暗褐色土焼土、炭化物を少量含み、 B軽石を多呈に
含む砂質

第 546号土蹟

1 暗黄褐色土 白色粒子、砂を多屋に含む

2 暗黄褐色土 白色粒子を少呈含む粘性あり
3 暗褐色土 河原石を多呈に含み、砂を少呈含む粘性
あり

第 54 7号土蹟
1 黒褐色土焼土、炭化物を含む

第548号土嘱

l 暗褐色土焼土粒子を微量含み、砂を少呈含む粘性
あり

第549号土礫

1 黒褐色土 白色粒子を含む
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第555表 士壊 （20)出土土錘観察表 （1）

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出土 位置その他

1 橙 90 15 0.5 8.0 C 1 I b 255 SK 629 

2 黄 橙 70 13 0.3 60 C 1 II a 256 SK629 

2 黄 橙 100 53 1.4 0.6 14.0 C 1 I a 258 SK631 

3 にぶい橙 100 4.2 1.3 0.4 56 C 1 I C 257 SK 629 

3 黄 橙 100 53 1.8 0.4 13.9 C 1 I a 259 SK 631 

4 黄 橙 100 54 17 0.4 132 C 1 I a 260 SK 631 

5 橙 100 5.4 1.7 0.6 132 C 1 I a 261 SK 631 

6 黄 橙 100 5.4 1.6 0.4 12.5 C 1 I a 262 SK 631 

7 にぶい褐 90 55 16 03 11.3 C 1 I b 263 SK 631 

8 橙 100 5.4 1.5 0.3 11.6 C 1 I a 264 SK 631 ， にぶい橙 100 5.2 1.6 0.5 11.4 C 1 I a 265 SK631 

10 橙 100 4.1 1.7 03 11.0 C 1 I a 266 SK631 

11 橙 100 5.2 1.7 0.6 10.3 C 1 I a 267 SK631 

12 にぶい褐 100 5.2 1.2 05 11.5 C 1 I a 268 SK 631 

13 にぶい橙 100 5.2 1.7 0.4 10.7 C 1 I a 269 SK 631 

14 橙 100 5.2 1.6 0.4 10.3 C 1 I b 270 SK 631 
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第714図 土壊 （18)
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第715図土壊（18)出士遺物

第55 0号土環
1 黒褐色土 白色粒子を含む

第55 1号土凛
1 黒褐色度 白色粒子を含む

第55 2号土嗅
l 暗灰褐色土焼土を微呈、 B軽石、砂を多呈に含む
2 暗褐色土 砂利を多亘に含む

第55 3号土塊
1 暗褐色土焼土、 B軽石をに多呈に含む
2 暗黄褐色土 炭を微量含み、白色粒子を多亘に含む

第55 4号土城
1 暗灰褐色土 砂利、河原石を多呈に含む

第55 5号土蹟
1 暗褐色土 焼土、 B軽石を多量に含む
2 暗黄褐色土焼土、炭を少:Ii!含む

第55 6号土環
l 暗灰褐色土 B軽石を少呈含み、砂を多量に含む

第55 7号土壌
1 暗褐色土焼土を少呈含む粘性あり

第558号土嘱
1 暗褐色土焼上を少量含み、砂利を多呈に含む
2 暗灰褐色土砂利主体

第55 9号土凛
1 暗褐色土焼土、炭を少量含む

第56 0号土蹟
1 暗褐色土 白色粒子を多量に含む砂質

第56 1号土壌
1 暗褐色土焼土を少呈含み、河原石、砂利を多量に含
む粘性あり

第56 2号土城
1 暗褐色土焼土、炭を少呈含む

SK552 

□`＝――仁—＝7

第56 3号土讀
1 暗褐色土地山よりやや暗い焼土を微量含む砂質

第56 4号土吸

1 暗褐色土焼土を少呈含む

第56 5号土漿
l 暗褐色土 B軽石を少呈含み、砂を多li1に含む

第56 6号土壊
1 暗褐色土砂質暗灰褐色土を含む

第56 7号土漿
l 暗褐色土焼土を微量含む砂質

第568号土墳
l 暗褐色土 砂、河原石主体焼土、炭を微量に含む

第56 9号土渡
1 暗褐色土砂、河原石主体焼土、炭を微量に含む

第57 0号土嗅
l 暗褐色土 B軽石を少量含み、砂を多量に含む

第57 1号土蹟

l 黒褐色土 焼土、 B軽石を少量含む

第57 2号土讃
l 暗褐色土焼土を少呈含む砂質

第57 3号土城
1 暗褐色土砂質粘性あり

第574号土喋
1 暗褐色土 焼土を微呈含み、暗灰褐色土を部分的に少
呈含む砂質粘性あり

第57 5号土城
1 暗褐色土焼土、炭を少呈含み、砂利、河原石を微量
含む

2 灰褐色土砂利、礫主体焼土、炭を微里含む

第57 6号土城
1 暗褐色土 焼土、炭を多呈に含み、砂利を微呈含む

第577号土城
1 暗褐色土焼土を少塁含み、炭を多塁に含み、砂利を

微量含む
2 暗褐色土 焼土、炭を微亘含み、砂利を多呈に含む

第57 8号土蹟
1 暗褐色土 炭、焼土を少量含み、石、砂を多坦に含む

第579号土濃
1 暗黄褐色土 焼土粒子、炭を微呈含み、白色粒子を多

塁に含む

第58 0号土蹟
1 暗褐色土 炭を少呈含み、白色粒子を多里に含む粘
性あり

2 暗褐色土焼土、炭、砂利を多呈に含む
3 灰褐色土砂利、礫主体

第58 1号土城
1 暗褐色土焼土を微量含む砂質
2 暗褐色土焼土を少量含む
3 暗褐色土砂を多量に含む

第582号土壌
l 暗褐色土砂質暗灰褐色土を含む

第583号土嗅
1 暗褐色土焼土、炭を少量含み、砂利、河原石を微呈
含む

2 暗褐色土 焼土、炭を微呈含み、砂利を多量に含む

第584号土凝
1 暗褐色土焼土、炭を少量含み、砂を微量含む
2 暗褐色土砂利を微量含む
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は、灰釉陶器の長頸壷である。

第619号土城の 1は、須恵器 (HS)の高台付椀で

ある。 2は、須恵器 (S)の蓋である。 3は、緑釉陶

器の陰刻花文高台付椀である。

第620号土壊の 1は、土師器の杯Cである。

第648号土堀遺物出土状況（第721図）

Q-23グリッ ドで確認された。第219号住居跡、第
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第716図土壊 （19)
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第717図 士墳（19)出士遺物

第585号土墳

1 暗褐色土 焼土を多豆に含み、炭を微旦含む

第58 6号土城
1 暗黄褐色士 白色粒子を多呈に含む

第58 7号土漿

1 暗褐色土焼土を少量含む砂質

第588号土城

1 暗褐色土焼土、炭を少登含む
2 暗褐色士 白色粒子を含む

第589号土壌
l 暗褐色土 白色粒子を含む

第59 0号土寝
1 暗褐色土焼土、 B軽石を少昼含む

第59 1号土蹟

1 暗黄褐色土 地山よりやや暗い

第 59 2号土蹟

1 暗褐色土 焼土を少量含み、砂利、河原石を多泣に含

む底面付近ほど砂質

第59 3号土蹟
1 暗黄褐色土 砂を多呈に含む

第594号土漿
l 暗褐色土 白色粒子を含む粘性あり

第59 5号土墳
l 暗褐色土 砂利主体

2 暗褐色土 砂を多塁に含み、暗灰褐色土を少呈含む

第59 6号土環
1 暗褐色土 焼土を多呈に含み、炭を微呈含む
2 暗褐色土焼土を微塁含む

第597号土蹟

1 暗褐色土 白色粒子を多里に含む砂質

SK611 SK619 

第59 8号土蹟
1 黒褐色土 砂利を多呈に含む

第59 9号土蹟

l 暗褐色土焼土を多呈に含み炭、石を微呈含む砂質

第600号土蹟
1 暗褐色土 白色粒子を多里に含む砂質

第60 1号土喋

1 暗褐色土 焼土を多量に含み、炭を微呈含む底面に
コプシより 1回り大きい石が見られる

第602号土礫
1 暗褐色土 焼土、 B軽石を少呈含む

第603号土蹟
l 暗褐色土焼土、炭を少呈含む粘性あり

第604号土環
1 暗褐色土焼土を多呈に含み、炭、暗灰褐色プロック
を少呈含む

2 暗灰褐色土砂を少量含む粘性あり

第605号土塊
1 暗黄褐色土焼土を少里含む下層は暗褐色プロック
を含む粘性あり

第606号土墳
l 暗黄褐色土焼土を少量含む下層は暗褐色プロック
を含む粘性あり

2 暗灰褐色土砂を少昼含む粘性あり

第607号土嘱
1 暗褐色土 砂利を多量に含む

第608号土蹟
l 暗黄褐色土焼土を微量含み、砂利を多塁に含む

第609号土凛
1 暗褐色土焼土を少塁含む粘性あり

第61 0号土凛
l 暗黄褐色土 焼土を微呈に含み、砂利を多呈に含む

第61 1号土墳
1 暗褐色土焼土を少呈含む粘性あり
2 暗褐色土焼土を微量含む

第61 2号土墟
l 暗灰褐色土 砂利を多亘に含む

第61 3号土凛

l 暗褐色土 焼土を少旦含み、砂、小石を多量に含む

第61 4号土城
l 暗褐色土焼土を微豆含む砂質粘性あり

第61 5号土壌

l 暗褐色土 砂利主体中間に暗黄褐色土、粘士がサン
ドイッチ状に入る

第61 6号土城

1 暗黄褐色土 焼土を少呈含み、白色粒子を多亘に含む
砂質

第61 7号土蹟

1 暗黄褐色土 焼土を少量含み、白色粒子を多亘に含む
砂質

第61 8号土啜

1 暗褐色土 焼土、 B軽石を少呈含む
2 暗褐色土 焼土、白色粒子を微量含む

第61 9号土嗅

l 暗褐色土焼土を微亘含む砂質

第620号土吸
1 暗褐色土 焼土を多呈に含み、 B軽石、小石を少呈含
む砂質

2 暗褐色土 焼土を多亘に含む 1層よりもやや黄色味
を帯び粘性あり

3 暗黄褐色土 焼土を微呈含み、白色粒子を多量に含む
砂質

〔三□［口→←こ
信〗］ ！：汽し 一 こ 二三／

SK618 

主‘‘’

＂一 ／ ｀虞攣〗}} == ― ,)  -_l 
SK620 ~'ミらデ点＇~... ~ ~ --T -1\,, 0 10cm 

第556表 士塙（20)出土土錘観察表 (2)

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

1 にぶい橙 100 3.8 0.8 0.4 2.3 C 3 I b 713 SK634 

2 にぶい橙 100 39 0.9 0.3 2.4 C 2 I b 576 SK634 

3 にぶい褐 100 3.1 0.8 03 1.4 C 3 I c 714 SK634 

4 に ぶい褐 60 0.7 03 1.3 C2 II a 577 SK634 

15 橙 100 5.0 1.5 0.5 10.4 C 1 I b 271 SK 631 

16 黄 橙 100 5.0 1.7 06 105 C 1 I a 272 SK 631 

17 橙 100 4.8 1.6 05 88 C 1 I a 273 SK 631 

18 橙 100 4.8 1.7 0.4 96 C 1 I b 274 SK 631 

19 橙 80 15 05 84 C 1 II a 275 SK 631 

20 橙 60 4.4 16 0.5 10.2 C 1 II a 276 SK631 

21 にぶい橙 100 4.2 1.6 0.4 85 C 1 I a 277 SK 631 

22 橙 100 4.4 11 0.5 4.8 C 2 I a 572 SK 631 

23 にぶい橙 100 3.8 1.2 0.5 4.4 C 2 I b 573 SK 631 

24 にぶい橙 100 41 11 0.4 4.4 C 2 I a 574 SK 631 

25 橙 100 4.2 1.1 0.5 4.3 C 2 I a 575 SK 631 
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第718図土塙（20)
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第719図土壊 （20)出士遺物 （1)

第62 1号土喋
1 暗褐色土 暗灰褐色土を少呈含み、砂利を多lii:に含む

2 黒褐色土 砂利を多量に含む

第62 2号土環
1 暗褐色土 焼土を多量に含み、暗灰褐色土を少呈含む

粘性あり

第62 3号土噴
1 暗褐色土 砂、小石を多塁に含み、暗灰褐土を少lii:

含む

第624号土嘱
1 暗褐色土 B軽石を少量含み、砂を多量に含む

第625号土墳
1 暗灰褐色土砂利主体粘性あり
2 暗黄褐色土 1層よりも河原石を多量に含む

第62 6号土環
1 暗褐色土 B軽石を少量含む

第62 7号土墳
1 暗褐色土 砂、小石を多量に含み、暗灰褐色土を少呈

含む

第628号土蹟
1 暗褐色土砂質

第62 9号土蹟
1 暗黄褐色土焼土を多量に含み、砂を少量含む粘性

あり

2 暗褐色土焼上、炭を少量含む砂質

第630号土演
1 暗褐色土焼土、 B軽石を少呈含む

2 暗褐色土 B軽石、砂を少lii:含む

第63 1号土演

1 暗褐色土 焼土、炭を微塁含み、暗黄褐色土、砂を少
呈含む

第63 2号土蹟
l 暗褐色土暗黄褐色土、大形礫を少呈含む

第63 3号土壕
1 暗褐色土 小石を多量に含み、焼土を微呈含む

第63 4号土墳
1 暗黄褐色土 白色粒子を含む

第63 5号土墳
1 暗褐色土焼土を多量に含む

第63 6号土啜
1 暗黄褐色土 白色粒子を多量に含む

第63 7号土凛
1 暗褐色土焼土を少量含む
2 暗褐色土砂利を多呈に含む

第63 8号土環
1 暗黄褐色土 焼土を少里含み、白色粒子を多量に含む

第639号土演
1 暗褐色土 焼土、炭を少量含み、白色粒子を多量に含
む砂質粘性あり

第640号土環
l 暗褐色土焼土、砂、小石を少呈含む

第64 1号土壊
1 暗黄褐色土 焼土を少呈含み、白色粒子を多呈に含む
砂質

第642号土蹟
1 暗褐色士 暗黄褐色土、大形礫を少逗含む

第64 3号土讀

l 暗黄褐色土 白色粒子を含む

第64 4号土環
1 暗褐色土 暗黄褐色土、大形礫を少量含む

第64 5号土礫
1 暗褐色土砂利主体焼土を少量含み、炭化物を微旦

含み、暗灰褐色土をプロック状に含む

第646号土墳
1 暗褐色土 焼土を少量含み、底面付近に小豆色の粒子

を多量に含む

第647号土漿
1 暗黄褐色土 焼土を微亘含み、白色粒子を多呈に含む
砂質

第648号土環

1 暗褐色土 焼土、砂を多呈に含み、炭を少呈含む
2 暗褐色上焼土を微里含む粘性あり
3 暗黄褐色土 小石を少蘊含み、白色粒子を多量に含む

第64 9号土蹟
1 暗褐色士焼土、砂を多呈に含む

第650号土蹟
l 暗褐色土砂利主体

第65 1号土蹟

l 暗褐色土焼土を微星含み、炭を微里含む砂質

第65 2号土環
1 暗褐色土 白色粒子を含む粘性あり

第65 3号土壕
1 暗褐色土砂質

2 暗褐色士焼土を多呈に含む砂質
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第720図 土壊 （20)出士遺物 (2)
SK643 SK648 

ミ
SK644 、
こ可ロニ三
こで冑

口 □三□
SK645 

/gl 
SK646 

⑤ 
9 -= /[¥ 

C二ニ）

0 5 cm 
l,  l 

: 2 り□1 1 9 12 0 2cm 
9 , 

28号区画溝との重複により不明な点が多い。

推定される形状は楕円または長方形で、やや浅い。

北西コーナー付近から浅い円形の堀り込みが検出され

た。底面は舟底状である。

覆土は3層で、第1層には焼土を多量に含む。

遺物は、覆土中、 および底面から出土した。上師器

杯、須恵器杯などの供膳具のほかに、土師器甕（9.

10)が2点出土している。破片が多く、投棄されたも

のと思われる。 時期は中堀V期で、第29号区画溝を

境に、南側には大形の第223号住居跡を中心とした竪

穴住居群が形成される時期である。

土堀（20) の出土遺物（第719図•第720図）

第622号土壊の1は、須恵器 (HS)の蓋である。

第629号土壊の 1から3は、土錘である。

第631号土堀の 1は、須恵器（S)の蓋である。 2

から25は、土錘である。 26は釘、 27は棒状鉄製品であ

る。

第632号上壊の 1は、土師器の甕である。

第634号土壊の 1から4は、土錘である。

第643号士城の 1は、須恵器（HS)の高台付皿で

ある。

第644号土城の 1は、灰釉陶器の高台付皿である。

第645号士壊の 1は、緑釉陶器の高台付椀である。

第646号土壊の 1は、須恵器（HS)の高台付椀で

ある。 2は、土師器の甕である。

第648号土壊の 1から 5は、土師器の杯である。 1.

2は、杯ANである。 3は、杯AVである。 4・ 5は、

杯AV[である。 6は、須恵器 (HS)の椀である。 7.

8は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 9• 10は、

土師器の甕である。 11• 12は、釘である。 13は、環状

鉄製品である。
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土堀 （21)の出土遺物（第721図）

第657号土壊の 1は、延板状鉄製品である。

第665号士壊の 1は、絞具の破片と考えられる。

第668号土壊の 1は、土師器の坑AV[である。 2は、

棒状鉄製品である。

第670号土壊の 1は、土師器の杯Cである。 2は、

土錘である。

第671号士壊の 1は、灰釉陶器の高台付椀である。

2は、土錘である。

第672号土城の 1は、須恵器 (HS)の高台付椀で

ある。

第679号土壊の 1は、須恵器 (HS)の椀である。

第686号土壊の 1は、黒色土器の椀である。

第688号士壊の 1は、須恵器 (HS)の椀である。

2は、灰釉陶器の高台付椀である。 3は、士錘である。

第711号土城の 1は、須恵器（NS)の椀である。

2は、須恵器（HS)の椀である。

土壊群について

重複の激しい土壊については、土壊群として扱い、

土壊群内の個々の土壊をアルファベットの大文字で表

記した。

第 1土城群（第725図）

I -15 • 16 • J -15 • 16グリッドで確認された。

第40号掘立柱建物跡の西側に位置する。遺構が非常

に密に分布しており、確認作業は困難を極めた。士壊

は全部で21基検出され、そのうち2基（第719• 720局

土壊）からは大甕が出土した。（第N章3- (lo)大

甕出土の士壊参照）

土壊の長軸方向は、西に100~15゚振れるG~M土城

と、ほぼ真北方向をとるA・B・E・N・O・P・R・

719 • 720号土壊、東に約90゚振れるC・D・F・S上壊

の3者がみられる。

第1士城群の時期は、中堀V~VI.期で、第155• 161 • 

163号住居跡および、南側の第23• 24号区画溝、西側

の第40局捌立柱建物跡が同時期である。

遺物は、各土城から土師器、須恵器、灰釉陶器の食

膳具類を中心に多量に出土しているが、時期差はあま

りみられないことから、これらの士壊は短期間に次々

第721図 第648号土城遣物出土状態
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第722図士壊 （21)
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第723図 土壊 （21• 22)出土遺物

第654号土蹟 第667号土蹟 第677号土讃

1 暗黄褐色土 白色粒子を多量に含む 1 黒褐色土 焼土を少量含み、砂利を多呈に含む 1 暗黄褐色土 白色粒子を多旦に含む

2 暗褐色土砂利主体

第65 5号土蹟
第678号土蹟

1 暗褐色土 焼土を微量含む砂質 第668号土蹟 1 暗褐色土砂を多呈に含む粘性あり

第65 6号土蹟 1 暗褐色土焼土、炭化物を多量に含む粘性あり 第67 9号土演

1 暗褐色土焼土、 B軽石を少畏含む 1 暗褐色土 焼土を微堡、暗褐色土、砂利を少量含む

第66 9号土城

第65 7号土城 1 茶褐色土焼土、炭化物を微呈含む粘性あり 第680号土壊

1 暗褐色土焼土、 B軽石を少量含む

第670号土讀

第658号土讀 1 暗褐色土焼土を少量含む砂質

1 黒褐色土砂主体
第67 1号土凛

第65 9号土蹟 1 暗褐色土焼土、炭を少呈含む

1 暗褐色土焼土を少量含み、砂を多量に含む
第672号土環

第660号土塀 1 黒褐色土 砂礫を多量に含む

1 暗褐色土 焼土を少量含み、砂を多量に含む 2 黒色土 炭化物を多呈に含む

3 黒褐色土 2層に類似炭化物を少呈含む

第66 1号土城 4 極暗褐色土砂利を多量に含む

1 暗褐色土砂利を多量に含む砂質 5 褐色士砂礫を多量に含む

第662号土漿 第673号土墟

l 暗褐色土砂利を多亘に含む砂質 1 極暗褐色土 砂礫を多呈に含む

2 黒褐色土焼土、砂礫を含む

第663号土環 3 黒褐色土砂、礫を多量に含む

1 暗黄褐色土 砂利を多量に含む砂質
第674号土讀

第664号土讀 1 暗褐色土 砂礫を多量に含む

1 暗黄褐色士 焼士、砂、白色粒子を多量に含む 2 極暗褐色士砂礫を多量に含む

2 暗褐色土 炭を微量含み、暗黄褐色土を少曼含む粘 3 褐色土砂礫を少量含む

性あり

3 暗灰褐色土砂主体粘性あり

第66 5号土墳

l 暗褐色土砂利を多塁に含む砂質

第666号土蹟

1 暗黄褐色土 白色粒子を多量に含み、砂を少量含む
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三ロニ
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第675号土讃

1 暗褐色土焼土を少量含む

第676号土頃

1 暗褐色土砂を少量含む
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第557表 土壊 （21)出土土錘観察表

番］：：汀I長さ

径

2.1 

0.4 

0.8 

穴：［口
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1 暗褐色土 焼土を少量含み、礫を多量に含む砂質

第68 1号土讀

1 暗褐色士 焼土を少量含み、砂を多量に含む

第682号土讃

1 暗灰褐色土 砂利、大形礫を多曼に含む

第683号土噴

1 暗褐色土焼土を微量含み、砂利を少量含む

第684号土蹟

1 暗褐色土炭、砂を多量に含む

2 暗褐色土焼土を微量含み、砂利を少量含む

3 暗黄褐色土 1•2層より粘性あり

第68 5号土讀

1 暗褐色土 白色粒子を含む

第68 6号土環

1 暗褐色土焼土を多量に含む

第68 7号土蹟

1 黒褐色土 焼土、炭、 B軽石を少量含む

SK668 

二cm
SK657 SK665 

90こ］

欠損分類 I写真番号

Il a 

Il b 

皿b

83 

715 

578 

出土位置その他



第724図土壕 （22)
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第688号土蹟
1 暗褐色土 焼土、砂を少里含み、炭を微量含む
2 暗褐色土粘性あり
3 暗黄褐色土 小豆色粒子を少量含み、暗褐色土をプロ
ック状に少:!i1含む

第689号土噴
l 暗褐色土焼土を少塁含む粘性あり

第690号土波
l 暗褐色土 焼土、白色粒子を少旦、砂を多呈に含む

第69 1号土頃
1 暗褐色土焼土、白色粒子を少塁含む

第69 2号土城
1 暗褐色土 焼土、炭を微量含む

第693号土城
l 暗灰褐色土 砂利主体部分的に暗褐色土を含む

第694号土喋
1 暗褐色士 焼土を少豆含む
2 暗黄褐色土 白色粒子を少呈含む

第69 5号土吸
1 暗褐色土砂を多旦に含む粘性あり

第69 6号土頒
1 暗褐色土 B軽石を少亘、砂利を多呈に含む砂質

第69 7号土寝
1 暗黄褐色土焼土、炭を少量含む砂質

第698号土堰
1 暗灰褐色土 砂利主体部分的に暗褐色土を含む

第69 9号土環
1 暗黄褐色土 白色粒子を含む

第700号土凛
1 暗黄褐色土 白色粒子を多呈に含み、砂、河原石を少
塁含む
2 暗灰褐色土砂利主体暗褐色土を少呈含む

第70 1号土演
1 暗褐色土 焼土、炭を微量に含む

第70 2号土壊
1 暗褐色上粘土質

第703号土墳
1 暗褐色土焼土を少量含む粘性あり
2 暗灰褐色土 砂利主体暗褐色土を少量含む

第704号土頃
1 暗褐色土 砂利主体焼士を微呈含む

第705号土環
1 暗褐色土 砂利主体焼土を徴呈含む

第706号土唄
1 暗黄褐色土 白色粒子を少量含む

第70 7号土蹟
1 暗褐色土 小豆色の粒子を多旦に含む粘性あり

第708号土渡
1 暗黄褐色土 白色粒子、大形礫を含む

第709号土嘱
1 暗褐色土砂利層

第71 0号土讀
1 暗褐色土砂、河原石を少量含む粘性あり
2 暗黄褐色土 白色粒子を多量に含み、砂、河原石を少
量含む

3 暗灰褐色土 砂利主体 暗褐色土を少量含む

第71 1号土凛

1 暗褐色土 焼土、炭を少員含み、砂利を多葺に含む

第71 2号土壌
1 暗黄褐色土 白色粒子を含む

第71 3号土嘱

1 暗黄褐色土 小豆色の粒子を多亘に含む粘性あり

゜
2m 
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第725図 第1土塙群

Q土壊

゜) 

゜
（
 

第1土環群

A-A' 

1 黒褐色土 焼土、炭化物を多屈に含む

2 II音褐色土 焼土を多凪に含み、炭を少屈含む

：1 陪褐色土焼土、炭を少屈含む

4 黒褐色士 焼土、炭化物を少屈含む

5 褐灰色土燒土を微晟含む

B-B' 

1 暗褐色土 焼土を多且に含み、炭化物を少旦含む

2 黒褐色土 焼土、炭化物を多且に含む

3 黒褐色土焼土、炭を少且含む

4 暗掲色士 焼土を多屈に含み、炭を微屈含む

F F 

冒 言

一二□三

I

N

 

．
 

、3

5 黒褐色土煉土を多凪に含み、炭化物を少洪含む粘性

あり

6 黒褐色土焼土、炭化物を少泣含む粘性あり

7 黒褐色土炭化物主体

8 暗褐色土 焼土、炭化物を微屈含み黄褐色土を少呈含む

C-C' 

1 暗掲色土 焼土を少址含む

2 暗黄褐色土焼土を微且含み、白色粒子を少屎含む粘性

あり

3 黒褐色土 焼土、炭を多filに含む

D-D' 

I II行褐色土 焼士を多況に含み、炭を少屎含む

2 暗黄掲色土焼土を微訳含む粘性あり

3 II音褐色土 焼土、炭を多址に含む

4 暗痰掲色土焼土を少凪含む粘性あり

5 11音褐色土 焼土、炭を少屈含む粘性あり

E-E' 

l II音褐色土 焼土を多屈に含み、炭を少且含む
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1 黒困色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土
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F-F' 

l 黒褐色土焼土、炭を少屈含む

2 暗掲色土 炭化物を微試含む

G-G' 

1 黒掲色土焼土を微且含む

2 暗褐色土 白色粒子を少砒含む

H-H' 

1 黒掲色土 焼土、炭を多品に含む

2 暗褐色土焼土、炭を少屎含む

3 暗褐色土 白色粒子を少凪含む

4 暗掲色土焼土を少只含む

焼土、炭を少呆含む

焼土、炭化物を微屈含む

焼土を微凪含む

J-J' 

1 黒掲色土 焼土を少盤含み、炭化物を微且含む

2 黒掲色土焼土、炭を少尿含む

第558表 第 1士壊群出土士錘観察表

番号

39 

41 -

)

 r
 

色 調

褐

ぶい 褐

残存率

30 

90 

長さ 径

0.9 

1.7 

穴径

0.3 

0.5 

重さ(g)

1.3 

12.5 

型式

C 2 

C 1 

欠損分類

Vb 

I b 

写真番号

579 

716 

出土位置その他
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SK-M 
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第726図 第1土壊群出士遺物 （1)
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第727図 第 1土壊群出土遺物 (2)

I土城

二 三口r
J土塙

言 ここ｀二こ

｀ 
三」39

［ 
36 0 5cm 

l,  l 

◎ 
0 2cm 
I I 

M土城 N土壊 Q土城

二 ロコ 三 □ 49 

： 三一 ／〉

｀
 

0 2cm 
I I 

爪ヽ
｀二~47

0 2cm 
l l 

男ヽ ／ 
0 5cm 
1 , l 

と造られていったものと思われる。

A土城の 1は、須恵器 (HS)の高台付皿である。

B土城の2は、須恵器 (NS)の高台付椀である。

3は、土師器の甕である。

C土壊の4は、 士師器の杯ANである。 5は、須恵

器 (NS)の椀である。 6• 7は、須恵器 (NS)の

高台付椀である。 8から10は、灰釉陶器の高台付椀で

ある。 11は、灰釉陶器の長頸壷である。

D土城の12は、 土師器の杯AVである。 13は、須恵

器（S)の椀である。 14• 15は、灰釉陶器の高台付椀

である。 16は、須恵器（HS)の高台付椀である。 17

は、須恵器 (HS)の鉢である。 18• 19は、須恵器（S)
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第728図 第2土壊群・ 出土遺物

第2土啜群
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1 暗褐色土 焼土を多嚢に含み、 B軽石を少蛍含む 粘

性あり
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の大甕てある。

F土壊の20は、土師器の坑AVである。 21は、士師

器の坑ANである。 22は、土師器の皿Bである。 23• 

24は、須恵器 (NS)の椀である。 23の底部外面には、

「平」と墨書がみられる。

H士壊の25は、把手である。

I土猥の26は、江AV[である。 27は、須恵器 (HS)

の高台付椀である。 28は、須恵器（S)の甕である。

J士壊の29から33は、土師器の杯である。 29• 30 • 

32は、杯AVである。 31• 33は、杯ANである。 34は、

須恵器（NS)の高台付椀である。須恵器 (HS)の、

高台付皿である。 35は、須恵器（HS)の高台付皿で

ある。 36は、士師器の甕である。 37は、須恵器（S)

の長頸壷である。 38は、須恵器 (NS)の双耳壷の把

手である。 39は、土錘である。

M土壊の40は、士師器の杯AV[である。 41は、土錘

である。

N土壊の42は、灰釉陶器の長頸壷である。

0土城の43は、須恵器（S）の椀である。 44は、灰

釉陶器の高台付椀である。

Q土城の45• 46は、灰釉陶器の高台付皿である。 47

は、灰釉陶器の耳皿である。 48は、須恵器（S)の大

甕である。 49• 51は、板状・廷板状鉄製品である。 50

は、銅製品である。

第2土堀群（第728図）

Q -22 • 23 • R -22 • 23 • S -22 • 23グリッドで確

認された。

第58号掘立柱建物跡と第223号住居跡の間に位置す

る。浅く不整形な掘り込みや、住居跡が重複し、確認

作業は困難であった。

検出された土壊は8基で、深さは0.08m~0.22mと

いずれも浅い。覆土も類似するため、切り合い関係は

明確には把握できなかった。

時期は、中堀N~V期で、第220• 221 • 223局住居

跡と同時期である。

遺物は土師器坑、須恵器坪、須恵器蓋、大甕口縁部

などが少量出士した。そのほか鉄製品 (1 • 6 • 10) 

が出土している。

A士塘の 1は、棒閲剋襲品である。

B土猥の2• 3は、士師器の杯ANである。

4は、須恵器（HS)の蓋である。 5は、須恵器（S)

の大甕である。

E土壌の6は、板状鉄製品である。

F士壌の7は、土師器の杯Allである。

G士壊の8は、士師器の坑ANである。 9は、須恵

器 (HS)の椀である。

H士壊の10は、延板虞剋褪品である。

第3土堀群（第729図）

R -23 • 24 • S -23 • 24グリッドで確認された。

第223号住居跡の南東側に位置する。浅く不整形な

掘り込みが、住居跡や小穴と激しく重複し、確認作業

は困難であった。

検出された土壊は19基で、 F・G・N土壌を除いて、

深さ0.05m~0.22mと浅い。覆土も類似し、切り合い

関係は明確に把握できなかった。

第3土城群からは、第15~17号鍛冶炉跡に関連する

と思われる、土城が3基検出された。

D士壊は焼士が集中している部分である。明確な掘

り込みはみられなかったが、焼土の一部は流れ込むよ

うに、 C土城内からも出土している。

H土城には鉄滓が集中し、 10cmほど盛り上がってい

る。明確な掘り込みはみられず、周囲に被熱の痕跡も

みられないことから、鉄滓を捨てたものと思われる。

H土城の西側2.2mに第15号鍛冶炉跡が位置する。

I士壊は掘り込みが深く、覆土には炭化物や焼士、

砂を多量に含んでいる。 I土壊の北側1mに第16号鍛

冶炉跡が位置する。

そのほか、 A士壊は細長く長軸方向が、第63号掘立

柱建物跡の桁方向とほぼ平行することから、雨落溝と

も考えられるが、北側の柱筋からやや距離があり士壌

と判断した。

時期は皿～V期で、第227号住居跡・第670号土城と
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第729図 第3土壊群

第3土漿群

A-A' 

1 黙褐色土 炭化物を多鼠に含む

2 淡茶掲色土焼土、炭化物を少益含む枯性あり

3 黒褐色土 炭化物を多祉に含む粘性あり

4 黒掲色土 炭化物陪

5 暗黄褐色土白色粒子を少只含む

6 淡褐色土 炭化物を少且含む粘性あり

山． I土喋
c/¥¥ 之 -'.I C-C' 

］ 淡褐色土炭化物、礫を少痘含む粘性あり

2 淡褐色土炭化物を少旦含む粘性あり

ヽこ

B-B' 

1 黒褐色土 炭化物を多餓に含む

2 淡茶褐色土焼土、炭化物を少凪含む粘性あり

3 淡褐色土 炭化物を少凪含む粘性あり

E E
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一 //-

宣 二／／／口／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／］／／／／／／／／／；ロ 一／／）ニ

f二：二冒灼三冒 三下宣誓言□言言二 三

ロ／二冒冒9̀'///／／／／／；／／／／言疇三／ニ

色 3

冒―三／／／` ／ー／／／／／／／／／／／／`／／／／／／／／／／二言／冑
2m 

D-D' 

］ 暗茶褐色土粘性あり

2 黒褐色土 焼土、炭化物を少旦含む

：1 暗褐色土 焼土を少最含み、礫を含む

F-F' 

1 暗褐色土焼土、炭を少凪含む粘性あり

G-G' 

1 淡掲色土 炭化物を少亜含む粘性あり

2 淡茶椙色土焼土、炭化物を少凪含む粘性あり
E-E' 

I 焦褐色土 焼土、炭、 B軽石少只含み、砂を多位含む

2 II音黄褐色土白色粒子を少且含む粘性あり

3 黒色土 炭を多屈に含む

H-H' 

l 淡掲色土

1-1' 

l 暗褐色土 焼土、炭を多旦含む粘性あり

2 淡茶褐色土 焼土、炭化物を少只含む粘性あり

:J黒褐色土 炭化物を多屈に含む

4 謀褐色土 焼土、炭、 B軽石を少旦含む

5 黒褐色土 焼土、炭化物を少旦含む

G 暗黄褐色土白色粒子を少蛍含む粘性あり

炭化物を少且含む粘性あり
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第730図 第3土壊群出土遺物

B土城 c土城 F土漿
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同時期である。

遺物は、上師器坑、須恵器高台付椀、須恵器高台付

皿、灰釉陶器、須恵器鉢、須恵器壷、土師器甕などが

少量出士した。

B土凛の 1は、須恵器 (NS)の高台付椀である。

C土壊の2は、灰釉陶器の高台付皿である。

D土壊の3は、上師器の坑ANである。

F上城の4は、土師器の坑AIである。 5は、灰釉

陶器の高台付椀である。 6は、灰釉陶器の高台付皿で

ある。 7は、土師器の甕である。

I士塘の8は、土師器の暗文土器である。 9は、土

師器の皿Aである。

J士城の10は、土師器の杯ANである。

L土壊の11は、須恵器（S)の鉢である。 12は、須

恵器（S)の壷である。

P土塘の13は、土師器の皿Bである。

Q士城の14は、灰釉陶器の高台付椀である。

S土壊の15は、土師器の杯ANである。 16は、須恵

O 5cm 
1,  l 

器 (NS)の高台付椀である。

第4土塘群（第731図）

U-23 • 24グリッドで確認された。

第229号住居跡の東側に接するように位置する。深

い不整形の掘り込みが重複し、確認は困難であった。

検出された士壊は12基で、 A・C上壊を除いて、深

さ0.22m~0.56mと深し ‘o

A上壊は土城群全体におよぶ広く浅い士塘で、 A土

壊を中心に次々と土壊が造られていったと思われる

が、覆土が類似していて切り合い関係は明確に把握で

きなかった。特に、 H~L上壊にかけては、第247号

住居跡と重複し、遺物の帰属など不明な点が多い。

A士城とB士壊から馬歯が出土していることが特筆

される。

時期は中堀N~V期で、第229• 230 • 232 • 246 • 248 • 

252号住居跡が同時期である。

遺物はL土城を中心に、士師器、須恵器、灰釉陶器
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第731図 第4土壊群（ 1)

L土壊

O/ 口
A' 

口
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言

巳 2 g. 

／三三` 冒二三三□
第4土濃群

A-A' 

1 黒褐色土

砂質

暗掲色土 焼土、炭を少堡含む

暗褐色土 焼土を少益含み、炭を微足含む

暗黄褐色土白色粒子を少呈含む粘性あり

暗褐色土 焼土、炭、 B軽石を微歴含む

暗黄掲色土大形石、白色粒子を少塁含む 粘性あり

焼土、炭化物を少塁、 B軽石を多星に含む

2

3

4

5

6

 

C-C' 

1 暗褐色土 焼土、炭、 B軽石を少益含む

2 暗褐色土 焼土を微醗含む

3 暗黄褐色土白色粒子を少埜含む粘性あり

4 暗黄褐色土大形石、白色粒子を少競含む粘性あり

E-E' 

1 黒褐色土

砂質

暗褐色土 焼土、炭を少拭含む

暗褐色土 焼土を少旦含み、炭を微呈含む

暗黄褐色土白色粒子を少益含む 粘性あり

焼土、炭化物を少益、 B軽石を多呈に含む

2

3

4

5

6

 

゜
2m 

D-D' 

1 黒褐色土

砂質

暗褐色土 焼土、炭を少棗含む

暗褐色土 焼土を少品含み、炭を微琵含む

暗黄褐色土白色粒子を少呈含む粘性あり

暗黄褐色土大形石、白色粒子を少歴含む 粘性あり

暗褐色土 焼土、炭を微登含む

焼土、炭化物を少呈、 B軽石を多盤に含む

8-B' 

1 黒褐色土 焼土を多登に含む

2

3

4

 

の食膳具や須恵器鉢、大甕、土師器甕、士錘、鉄製品、

凝灰岩切石など多量に出土している。また、 A土城と

A士壊の 1は、士師器の皿Bである。

(S)の椀である。

2は、須恵器

3は、須恵器 (NS)の椀である。

B上壊から馬歯が出士している。（第W章3-

参照）

(12) 4は、須恵器 (NS)の高台付椀である。

G上壌の 5は、土師器の杯AVIである。 6は、灰釉
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第732図 第4土壊群（ 2) ・出土遺物 （1)
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第733閻 第4士壊群出土遺物 (2)
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第734図 第4士城群出土遺物 （3)

第4土壊群出土遺物
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第559表 第4土壊群出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ (g) 型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

42 にぶい橙 40 42.5 Al ¥Ill 26 

43 にぶい黄橙 100 4.6 1.7 06 12.7 B 1 I a 84 

44 にぶい橙 100 3.1 2.2 0.4 12.7 B 1 I a 85 

45 にぶい褐 50 1.4 03 4.5 C 2 lI a 580 

46 C 2 II a 581 

47 C 1 VII 278 

48 灰 黄 褐 100 3.2 1.2 0.4 3.6 C 2 I a 582 

49 にぶい赤褐 100 4.0 08 0.2 19 C 3 I b 717 

50 橙 100 3.4 0.8 0.3 1.7 C 3 I b 718 

51 橙 60 0.8 02 1.9 C 3 II b 719 

52 C 3 I b 720 

53 にぶい橙 100 3.1 0.8 02 1.7 C3 I a 721 

54 にぶい橙 80 0.8 0.1 1.4 C3 I b 722 

55 C3 II b 723 

56 C 3 m b 724 

57 橙 30 09 0.2 07 C 3 珊 725 

陶器の高台付皿である。 7は、須恵器（HS)の高台

付椀である。

L土壊の8から14は、土師器の杯である。 8は杯C、

9 • 13は杯AN、14v認不BI、ほかは坑AVである。

15は、須恵器 (NS)の椀である。 16は、須恵器（N

s)の皿である。 17• 20は、須恵器 (NS)の高台付

椀である。 18は、須恵器（S)の高台付椀である。

21は、灰釉陶器の高台付椀である。 22は、灰釉陶器

の高台付皿である。

23から26は、士師器の甕である。 27は、須恵器（S)

の壷である。 28は、須恵器（S)の甕である。

29から62は、第4土横群の一括資料である。

29は、士師器の坑A皿である。

30は、須恵器（S)の椀である。 31は、須恵器 (H

S)の椀である。 32は、須恵器（NS)の椀である。

33は、須恵器 (S)の皿である。 34• 36は、須恵器（N

S)の高台付椀である。 35は、須恵器 (HS)の高台

付椀である。 37は、須恵器 (NS)の高台付皿である。

38は、灰釉陶器の高台付皿である。

39 • 40は、土師器の甕である。

41は、須恵器 (NS)の鉢である。

42から57は、士錘である。

58 • 59は、刀子である。

60 • 61は、棒状鉄製品である。

62は、凝灰岩の切石である。
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第560表土壊（1) 出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 9並世，， 底径 胎 土 焼成 鞘輯 色調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 HS 11.3 4.4 6.1 B.E.G 良 好 にぶい黄褐 75 SK 3 

2 高 台付椀 HS 144 B,E 良 好 橙 60 SK 3 

3 高 台付皿 K 6.8 B.D 良 好 灰 白 40 SK3 

1 高台付椀 HS 12.0 4.8 5.6 B,E,G 良 好 明 褐 50 SK 9 

1 高 台付椀 NS 116 52 6.1 B,E 良 好 褐 灰 90 SK 11 

1 高 台付椀 HS 116 41 B. E, I 良 好 にぶい黄橙 30 SK 13 

2 高 台付椀 HS 12.0 4.7 58 E, G, I 良 好 明 褐 50 SK 13 

1 片口 鉢 NS B,G 普 通
灰 白

SK 19 
（白に近い）

1 藍 s D 良 好 淡 灰 10 SK 23 

2 高 台付椀 M 135 63 8.1 B 普 通 淡 緑 10 SK23 

3 双耳壷把手 HS B,C 普 通 橙 5 SK 23 

4 大 甕 s B 良 好 羊目 灰 5 SK23 

第 561表 土壊（2)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 HS 12.8 59 B,E,G 良 好 にぶい橙 30 SK 34 

2 高 台付椀 HS 83 B. E, I 良 好 にぶい黄橙 10 SK 34 

1 耳 皿 K 36 4.3 B 良 好 淡灰緑 80 SK47 

1 坪 A IV H 12.2 24 7.1 B,D,E,H 不 良 赤 褐 20 SK 55 

第 562表 土塙（3)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 ,如'l!!ラ 底径 胎 土 焼成 輛轍 色調 残存 出土位置その他

1 坪 B V H 10.6 4.0 33 B,E,H 普 通 淡 黄 橙 20 SK 61,砂

1 商 台 付椀 NS 126 B 良 好 黄 灰 25 SK 67 

2 高 台付椀 K 83 B,D 良 好 灰 白 15 SK67 

3 輪花付裔台付椀 M 14.3 C 良 好 淡 緑 10 SK67 

1 坪 A w H 12.9 3.4 79 B,D.E,H 普 通 橙 60 SK68 

2 坪 A V H l l.4 38 7.5 B,D,E,H 普 通 暗 褐 100 SK 68 

1 杯 B V H 11.7 4.5 38 B.E.H 良 好 暗 橙 60 SK69,砂

2 杯 B V H 11.0 4.0 49 B.E.H 普 通 淡 橙 70 SK69,砂

1 甕 s B.D.G 良 好 青 灰 20 SK 73 

1 甕 A Ill C H 18.4 B,E 良 好 橙 20 SK 76 

1 芸」199. NS 13.6 B 普 通 にぶい黄橙 2 SK81 

第 563表 士壊（4)出土遺物観察表（1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色調 残存 出土位置その他

1 杯 B V H 11.9 34 46 B.H 普 通 l`火火 橙 40 SK 107.砂

2 椀 HS 118 4.4 5.9 B, C, E, I 良 好 明赤褐 50 SK 107 

3 高 台付椀 HS 14.7 5.0 71 B, E, I 普 通 灰黄褐 30 SK 107 

1 椀 HS 11.8 4.6 57 B.E 良 好 灰黄褐 80 SK 109 

2 高 台付椀 HS 128 4.7 4.6 B. E. I 普 通 灰 黄 75 SK 109 

1 耳 皿 H 30 B,D.E.H 普 通 橙 90 SK 113 

2 高 台付椀 M B 普 通 淡 緑 5 SK 113 

1 坪 B V H 12.4 4.2 4.4 B,E,H 普 通 淡 橙 100 SK 114,砂

2 坪 D H 13.8 B,D.E,H 普 通 橙 20 SK 114 

3 椀 HS 10.4 3.2 51 B. E. I 良 好 灰 褐 80 SK 114 

4 椀 HS 10.7 3.1 5.7 B. E, I 良 好 にぶい黄橙 60 SK 114 

5 椀 NS 11.8 4.2 52 B,E,G 良 好 灰 白 80 SK 114 
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第564表 土壊（4)出士遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器寓 が如堕ラ 底径 胎 土 焼成 輛輯 色調 残存 出土位置その他

6 高台 付椀 HS 114 47 58 B,E,G 普 通 井貞 灰 90 SK 114 

7 高台 付 椀 HS 11.6 4.7 59 B, E. I 良 好 灰 黄 100 SK 114 

8 輪花1寸高台付椀 M B 良 好 淡 緑 5 SK 114 

1 高台付椀 NS 11.9 49 4.9 B,C,E 普 通 黄 灰 70 SKllS 

2 高台付椀 HS 12.l 4.9 5.1 B, C, E, G, I 普 通 灰 黄 70 SK 118 

1 杯 B V H 11.0 37 4.9 B,C,E,H 普 通 淡 橙 80 SK 119,砂

2 坪 B I H 10.7 37 36 B,E,H 非日 通 淡 橙 50 SK 119 

3 坪 B I H 121 4.2 55 B. D. E. I—I 醤 通 淡 橙 30 SK 119 

4 椀 HS 11.7 4.7 6.2 B, E, G, I 良 好 灰 白 85 SK 119 

5 高台付椀 HS 133 4.8 57 B. I 普 通 灰 白 75 SK 119 

1 杯 B V H 105 37 4.9 B,C,E 良 好 淡 橙 80 SK 120 

2 高台付椀 K 5.1 B 良 好 灰 白 30 SK 120 

第565表 土壊 （5)出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 轍髄 色調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 HS 7.2 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 20 SK 126 

1 椀 HS 5.0 B 良 好 灰黄褐 10 SK 127 

1 高台付椀 HS 112 4.3 5.8 E, G. I 良 好 灰 ゴg七見 25 SK 128 

2 坪 B V H 11.2 39 58 B,D,E,H 普 通 淡 橙 100 SK 129 

1 坪 A w H 12.3 4.0 6.7 B,D.E.H 普 通 橙 80 SK 131 

2 坪 A w H 12 5 39 56 B,D,E 普 通 橙 80 SK 131 

3 坪 B w H 12.2 3.6 68 B,D,E,H 良 好 赤 橙 90 SK 131 

4 皿 B H 12.4 2.7 61 B, E, I-I 良 好 赤 橙 100 SK 131 

5 高台付椀 HS 12.7 5.2 51 B, E, I 良 好 にぶい黄褐 100 SK 131 

1 坪 B I H 13.2 4.3 71 B,D,E,H 普 通 明 橙 50 SK 137.砂

2 坪 B II H 13.0 4.0 5.2 B,E,H 普 通 暗 褐 60 SK 137 

3 坪 B m H 12.8 3.5 51 B,D,E,H 普 通 暗 褐 70 SK 137 

4 坪 B II H 12.1 4.0 54 B,E,H 普 通 暗黄褐 20 SK 137 

5 杯 B I H 11.8 4.0 4.8 B,D,E,H 普 通 淡 橙 20 SK 137 

6 坪 B m H 11.4 4.0 4.7 B.D.E.H 普 通 暗 褐 80 SK 137 

7 高台付椀 NS 12.3 5.4 52 B, E, I 普 通 灰 黄 60 SK 137 

8 高台付椀 NS 12.7 4.5 58 B. E, I 普 通 橙 30 SK 137 

， 高脚高台付椀 HS 14.8 55 8.1 B, E, I 普 通 淡 黄 60 SK 137 

10 高台付 皿 M 59 B 普 通 淡 叫々ユ＜ 10 SK 137 

1 高台付椀 NS 12.9 50 5.6 B, E, I 良 好 灰 白 60 SK 138 

2 高台付椀 HS 13.0 4.9 5.7 B, C, I 良 好 灰 褐 50 SK 138 

3 台付甕 H 9.8 B,E,H 普 通 橙 100 SK 138 

4 羽AII aロ NS 209 27 B.E.H 普 通 灰 白 15 SK 138 

5 羽BII bイ NS 185 269 4.7 B.E.H 普 通 にぶい橙 90 SK 138 

1 高台付杯B H 14.0 5.7 8.0 B.D.E,H 普 通 暗 橙 60 SK 148 

1 高台付椀 HS 75 B,G 良 好
（外）桟黄橙

20 SK 150 
（内）黒褐

1 坪 A VI H 124 37 82 B.E. I-I 普 通 、｛‘火火 橙 80 SK 151 

1 坪 C H 136 3.2 9.5 B,C,E,H 普 通 淡橙白 50 SK 151 

2 甕 B II イ 18.3 B,E,H 良 好 にぶい黄橙 20 SK 152 

3 羽AI bロ HS 185 29 B.D.E,H 普 通 褐 灰 10 SK 160 

1 坪 B V H 10.6 4.5 3.4 B.D,E 良 好 黄 橙 90 SK 129 

1 椀 HS 9.7 2.9 50 B.D 普 通 灰 黄 80 SK 160 

2 高台付椀 HS 117 53 58 B.D コ曰U 通 灰 黄 80 SK 160 
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第566表 士堀 （6)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 12.2 4.7 52 B, E,I 良 好 灰 褐 80 SK 163 

2 高台 付椀 NS 113 4.2 5.8 B, E, G, I 良 好 灰 100 SK 163 

3 裔台付椀転眉硯 K 7.5 良 好 灰 褐 50 SK 163,転用硯

1 高台付椀 K 17.4 3.5 7.6 B.D 良 好 灰 白 50 SK 169,被熱

1 坪（暗文） H 6.1 B,C,E 普 通 暗 茶 10 SK 171,放射状暗文

1 椀 HS 10.9 35 5.2 B,E,G 良 好 にぶい橙 75 SK 173 

1 芸皿 s 12.4 B 良 好 灰 5 SK 175 

1 椀 NS 10.8 3.7 5.3 B,E 良 好 灰 白 40 SK 178 

2 高台付椀 NS 11.2 41 6.3 B,E,G 良 好 灰 白 90 SK 178 

1 杯 B V H 10.9 43 3.2 B,D,E,H 普 通 暗 橙 60 SK 182,砂

第567表 土壊 （7)出土遣物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 9並也万！ 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色調 残存 出土位置その他

1 耳 1lll NS 4.0 B,G 普 通 灰 白 80 SK 196 

1 坪 B m H 12.6 3.9 8.2 B,E,H 普 通 淡黄橙 20 SK 198 

2 蓋 s 155 B,C 良 好 灰 白 5 SK 198 

1 高台付椀 K 16.3 53 7.1 B 良 好
灰白 底蔀］00

SK 199 
（やや黄味） 他 20

1 高台付椀 HS 108 E, I 普 通 浅 黄 5 SK 201 

2 高台付坪 H 8.7 E, I 普 通 にぶい橙 5 SK 201 

3 椀 黒色 4.8 B,C,E 良 好 浅黄橙 50 SK201 

4 広口長頸壷 K 良 好 濃 緑 5 SK 201 

1 高台付椀 HS B 良 好 灰 白 5 SK204 

1 坪 A w H 13.6 3.2 57 B,D,H 普 通 年’由‘ 橙 70 SK 205 

2 坪 B H 108 4.0 4.1 B.E.H 普 通 橙 80 SK 205 

3 杯 B H 109 4.2 38 B,E,H 普 通 赤 橙 70 SK 205,砂

1 輪花付裔台付椀 K 16.1 5.5 70 B,D 良 好 灰 白 20 SK 210 

2 羽AII aロ HS 202 2.8 B,D,E,H 普 通 浅黄橙 15 SK 210 

1 杯 A II H 11.0 3.3 4.6 B,D,E,H 普 通 淡 橙 60 SK 214 

2 坪 A w H 12.4 3.5 5.9 B,D,E,H 普 通 灰 橙 100 SK 214 

1 高 台付椀 M B 普 通 淡 緑 5 SK 221 

1 高台付椀 HS 13.9 55 B, D, G,I 良 好 褐 灰 60 SK 222 

第568表 土壊 （7)出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒櫨 色調 残存 出土位置その他

1 坪 A V H 12.6 39 75 B,D,E,H 良 好 淡 橙 40 SK 237 
2 坪 A VI H 12.9 33 7.5 B,D,E,H 普 通 l‘火火 橙 50 SK237 

3 坪 C H 12.0 33 60 B,D,E,H 普 通 ‘I‘火火 橙 100 SK237 

4 坪 C H 12.4 3.5 7.4 B.E,H 普 通 淡 橙 100 SK237 

5 坪 B V H 129 4.3 5.5 B,C,D,E,H 普 通 l`火火 橙 30 SK237 

6 皿 B H 13.1 2.5 49 B,D.E,H 普 通 暗 橙 40 SK237 

7 高台付皿 NS 13.1 2.7 61 B, E, I 良 好 灰 白 80 SK237 

8 台付甕 H 13.2 B,D,E,H 良 好 橙 90 SK237 ， 大 痺ゃ s B 良 好 青 灰 5 SK237 

1 椀 HS 99 3.4 4.8 B, G, I 良 好 明黄褐 80 SK238 

2 高台付椀 HS 11.0 4.6 52 B,E,G 普 通 浅 黄 20 SK238 

3 高台付椀 NS 108 4.5 5.7 B,E 良 好 灰 90 SK238 

4 高台付椀 NS 11.3 4.1 57 B, E. I 良 好 灰 95 SK238 

5 高台付皿 K 12.5 2.5 61 B,D 良 好
灰白 底訊80

SK238 
（灰強い） 他 30

6 高脚高台付鉢 HS 13.1 B,C,E,H 普 通 赤 褐 10 SK238 

1 坪 A II H 12.3 3.4 76 B.D,E.H 普 通 橙 70 SK241 

2 JIII. HS 132 2.4 B, E, I 良 好 灰 黄 15 SK241 

3 高台付皿 NS 13.4 2.8 68 B, I 良 好 灰 黄 50 SK241 

1 高台付皿 HS 138 3.2 6.6 B, E, I 良 好 浅 黄 75 SK 254 
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第569表 土壕 （8)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 甑轄 色調 残存 出土位置その他

1 大 甕 s B 良 好 青 灰 5 SK227 

1 椀 s 125 3.8 5.2 B 良 好 灰 40 SK235 

2 高台 付椀 HS 130 56 B, C, E, I 普 通 明黄褐 60 SK235 

3 高台 付椀 NS 14.1 6.2 7.4 B 良 好 黄 灰 70 SK235 

1 坪 B V H 11.2 4.0 5.4 B,D,E,H 良 好 淡 橙 100 SK236 

2 坪 B V H 11.3 4.0 4.7 B,D,E.H 普 通 橙 60 SK236 

3 坪 B V H 11.5 4.1 5.1 B,D,E,H 良 好 暗 褐 100 SK236 

4 椀 黒色 5.6 B,C,E 良 好
（外） 橙

10 SK236 
（内） 灰

第570表 士壊 （9）出土遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒轄 色調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 HS 11.0 4.8 4.8 B,E,G 良 好 にぶい褐 50 SK 261 

1 高台 付椀 HS 11.8 5.0 5.3 B,E.G 普 通 浅 黄 80 SK265 

1 杯 A VI H 11.9 4.0 4.9 B,D,E,H 普 通 橙 40 SK272 

2 坪 A V H 12.1 3.8 79 B,D,E,H 普 通 淡 橙 100 SK272 

3 坪 A VI H 12.7 3.5 8.5 B,D,E,H 普 通 淡 橙 40 SK272 

4 杯 A w H 128 3.3 4.7 B,C,E,H 普 通 暗黄土 100 SK272 

5 坪 C H 13.8 3.3 7.9 B,D,E,H 普 通 黄 橙 60 SK272 

6 坪 A VI H 13.0 3.4 6.3 B,D,E 不 良 橙 30 SK272 

7 坪 A V H 12.4 3.4 4.6 B,E,H 普 通 淡 橙 100 SK272 

8 坪 A VI H 11.8 3.6 7.8 B,D,E,H 普 通 淡 橙 40 SK272 ， 坪 A VI H 12.1 3.6 2.6 B,D,E,H 普 通 淡 橙 100 SK272 

10 坪 A V H 12.8 32 5.4 B,D,E,H 普 通 淡 橙 50 SK272 

11 坪 A w H 11.4 3.4 4.6 B,D,E,H 普 通 黄 土 50 SK272 

12 坪 A VI H 11.8 2.8 4.2 B,D,E,H 普 通 淡 橙 80 SK 272 

13 坪 A N H 13.4 3.0 3.0 B,D,E,H 普 通 淡黄橙 30 SK 272 

14 Jill B H 12.9 2.4 93 B,D,E,H 普 通 淡 橙 100 SK 272 

15 JIil B H 13.4 26 6.6 B,D,E,H 普 通 淡 橙 70 SK272 

16 JIil B H 13.6 2.2 9.6 B,D,E,H 普 通 淡 橙 40 SK272 

17 皿 B H 13.2 2.3 76 B.D,E.H 普 通 淡 橙 60 SK272 

18 坪 B N H 12.9 3.5 78 B,D,E,H 普 通 淡 橙 30 SK272 

19 坪 B 皿 H 8.8 30 4.1 B,D,E,H 普 通 赤 褐 100 SK272 

20 椀 s 11.9 4.7 5.5 B 良 好 暗青灰 90 SK272 

21 椀 s 12.0 3.5 6.0 B 良 好 灰 85 SK272 

22 椀 s 13.1 3.5 7.0 B,D 良 好 灰 50 SK272 

23 椀 NS 12.9 3.6 67 B. E, G. I 良 好 灰 白 90 SK 272,墨書

24 椀 HS 124 4.0 5.7 B, I 普 通 灰 95 SK272 

25 椀 NS 12.2 3.9 6.6 B, E, I 良 好 灰 白 80 SK272 

26 椀 NS 13.7 4.1 59 B, E, I 普 通 灰 白 100 SK 272 

27 高台付椀 HS 12.1 4.5 54 B, E, I 普 通 にぶい橙 60 SK272 

28 高台付Jlll NS 13.2 2.7 5.9 B, E, I 良 好 灰 白 95 SK 272,墨書

29 高台付大椀 NS 18.2 7.7 7.6 B, E, I 良 好 灰 白 90 SK272 

30 高台付大椀 NS 180 8.1 6.9 B, E,I 良 好 灰 白 80 SK272 

31 高台付椀 K 167 5.2 7.6 B,D,K 良 好 灰 白
底訊40
SK272 

他］0

32 高 台付椀 K 76 B.D 良 好 灰 白 90 SK272 

33 台付甕 H 11.9 B,E 良 好 にぶい黄橙 20 SK272 

34 甕 H 56 B, C. E, H 良 好 黄 橙 10 SK 272 
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第 571表土壊 (9)出土遺物観察表 (2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色調 残存 出土位置その他

1 坪 A V I-I 122 43 5.0 B,C.D,E 普 通 、I‘火火 橙 70 SK 276,砂

2 高台 付椀 HS 12.1 4.6 57 B,E,G 良 好 にぶい黄橙 60 SK276 

3 高台付椀 NS 14.2 52 5.3 B,E 良 好 灰 白 60 SK276 

4 羽AI bイ HS 205 36 B,C,E,H 良 好 褐 灰 10 SK 276 

l 杯 A V H 120 3.7 8.4 B,D,E 普 通 淡 橙 100 SK 277 

2 杯 A IV I-I 120 36 8.1 B.D,E,H 普 通 .I‘火火 橙 60 SK277 

3 杯 A VI H 127 34 7.8 B.E,H 普 通 ‘I‘火火 橙 100 SK277 

4 椀 NS 125 4.1 6.1 B, E, I 良 好 灰 白 80 SK277 

5 椀 NS 119 36 61 B, E, I 良 好 灰 白 90 SK 277 

6 椀 NS 132 38 69 B,D 良 好 灰 70 SK277 

7 高台付jill NS 14.4 29 60 B. D. I 良 好 灰 80 SK277 

1 高台付llil HS 137 3.7 61 B. E, I 良 好 灰 白 100 SK280 

1 皿 A H 140 24 59 B,D,E,H 普 通 暗 橙 100 SK282 

2 椀 HS 136 34 69 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 50 SK282 

1 坪 C H 132 3.1 90 B,D,E,H 普 通 北良 橙 70 SK283 

2 杯 A w H 126 3.6 63 B,E,H 普 通 淡 橙 80 SK283 

3 坪 A w I-I 127 35 8.1 B,E,H 普 通 淡 橙 80 SK283 

4 長頸壷 K 139 B,D 良 好 灰 白 20 SK283 

第572表土壌（10)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 9如叫フ 底径 胎 土 焼成 鞘粧 色調 残存 出土位置その他

l 高台付椀 K 7.1 B.D 良 好 灰 白 50 SK 294,被熱

1 坪 C H 128 2.8 9.8 B, D, E, I-I 普 通 橙 60 SK295 

2 坪 A w H 126 3.3 7.7 B.D.E,H 普 通 暗赤褐 80 SK295 

3 坪 （暗文） H 128 39 4.5 D. E, G, I-I 良 好 淡黄褐 100 SK 295,放射状暗文

1 高台 付椀 NS 130 41 5.8 B,E 良 好 灰 白 30 SK 295 

2 高台付椀 K 12.3 41 5.3 F 良 好 淡 灰 90 SK297 

1 1lll. A H 150 2.2 12.6 B,D,E,H 普 通 淡橙黄 30 SK297 

1 杯 C I-I 127 3.4 4.l B. D,E.H 5曰l(;― 通 淡 褐 90 SK 300 

2 杯 C H 123 35 3.8 B,D,E.H 普 通 橙 60 SK 304 

3 均、 C H 12.4 3 5 4.8 B,D,E,H 普 通 黄 橙 60 SK 304 

4 坪 C H 11.9 3.4 5.1 B,D,E,H 普 通 橙 70 SK 304 

5 坪 C H 124 3.1 5.0 B,C,D,E 良 好 橙 100 SK 304 

6 杯 C H 128 2.9 4.6 B.D.E.H 普 通 淡 橙 80 SK 304 

7 坪 C H 14.0 3.9 6.1 B,D,E,H 不 良 暗 ｝Aこ、 90 SK 304 

（外）浅贄橙
頸～底

8 甕 A II] a H 213 28.1 5.0 C,E,H 良 好
（内）橙

謡80, SK304 
日縁20， 甕 A II C H 295 25.1 4.7 B,C,E 普 通 橙 100 SK304 

10 甕 A ill a H 180 B,C,E,H 良 好 橙 25 SK304 

11 ギ症 NS 6.9 B,C,G 良 好 灰 白 40 SK304 

1 杯 H 130 2.9 4.3 B,E,H 普 通 暗 橙 70 SK 312 

2 坪 H 13.3 35 6.0 B.C.E.H 不 良 明 橙 80 SK 312 

1 杯 A VI H 120 33 5.0 B,D,E.H 並日 通 淡 橙 90 SK 317 

2 坪 A VI H 113 35 6.3 B,E,H 普 通 、I‘火火 橙 30 SK 317 

3 長頸瓶 s 11.3 B 良 好 オリープ開 5 SK 317 

1 杯 A w H 116 3.4 5.4 B.E.H 普 通 淡 橙 40 SK 318 
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第 573表土壊（11) 出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 9如四ぅ 底径 胎

1 高台付椀 K 68 B,D 

2 高台付椀 M B 

1 坑 A VI H 12.3 34 75 B,D.E.H 

2 高台付椀 NS B, I 

3 蓋 s 135 B 

4 鉢 H 8.0 B,E 

1 坪 A IV H 132 32 87 B,D,E,H 

2 椀 NS 13.4 3.5 65 B.D 

1 高台付椀 NS 12 9 56 4.2 B, I 

1 高台付椀 HS 113 4.2 4.9 B. E. I 

1 高台付椀 NS 14 3 6. 2 5.5 B. E, I 

2 高台付椀 HS 131 5.8 5.2 B, I 

第574表 土壊 （12) 出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 B II H 12 0 41 3.8 B,D,E,K 

2 高台付椀 HS 121 55 6.2 B, E, I 

3 高台付皿 K 73 D.K 

4 高台付皿 M 72 B 

5 高台付椀 M B 

6 把 手 NS B.D 

7 長頸壷 NS 7.8 B.D 

8 長頸壷 K 13.4 B.D 

1 杯 C H 11.9 39 52 B.E 

2 坪 A II H 119 3.4 7.4 B.D,E.H 

3 坪 A w H 125 33 7.8 B.D,E 

4 坪 C H 12 0 33 8.0 B,D,E,H 

5 坪 A w H 12.1 30 77 B.D,E,H 

6 坪 A w H ll,4 3 0 7.1 B,D,E,H 

7 坪 C H 13.0 37 B.D,E.H 

8 椀 NS 12 8 42 6.0 B, E, I 

1 杯 A w H 12.9 32 7.6 B,D,E,H 

2 甕 A m e H 92 11.5 7.4 B.E.H 

1 高台付 皿 K 5.8 B.G 

1 椀 NS 13.1 4.3 4.8 B, I 

1 寓台付椀 HS 12.2 5.0 5.8 B, C,E, I 

2 台付甕 H 12.8 B.E,H 

1 高台付椀 M 8.7 B 

1 杯 A VI H B,D,E,H 

1 高台付皿 M 15.3 2.4 7.2 B 

1 暗文土器 H 12.5 3.9 6.3 B,D,E,H 

1 杯 A H 11.9 3.1 8.5 B,E,H 

2 台付甕 H 13.7 B.H 

第 575表 土壌 （13) 出土遺物観察表 （1)

番号 1 器 種 1種別 1 口径 1器高 1 鍔 1底径 I 胎

l 坪 A VI I H I 11.5 I 3.2 

1 高台付皿 HS I 13.4 I 2.4 

5.3 I B, D, E, H 

6.6 I B, I 

土

土

土
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焼成

良 好

良 好

普 通

良 好

良 好

良 好

不 良

良 好

普 通

良 好

良 好

良 好

焼成

並日ー 通

良 好

良 好

良 好

良 好

普 通

良 好

良 好

不 良

普 通

普 通

普 通

普 通

普 通

立目ヤ・ 通

普 通

普 通

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

普 通

普 通

良 好

焼成

普通

良好

鞘轄

輛轄

輯轄

色調 残存 出土位置その他

灰 白 60 SK 325 

淡 緑 5 SK 325 

橙 60 SK 326 

灰 白 5 SK 326, i黍付着

陪オリープ灰 5 SK 326 

浅黄橙 40 SK 326 

こげ茶 70 SK 331 

灰 100 SK 331 

灰 白 20 SK 336 

橙 30 SK 342 

灰 白 50 SK 345 

灰 白 20 SK 345 

色調 残存 出土位置その他

暗茶褐 100 SK 347,砂

にぶい褐 80 SK 347 

灰 白 25 SK 347 

淡 緑 20 SK 347 

淡 緑 10 SK 347 

灰

（外）オリー1 底昴60
SK347 

尻 （内）版白 他 30

屈白（外而や
15 SK 347 

ゃ仄強い）

‘（‘火火 橙 70 SK350 

淡 橙 100 SK350 

橙 90 SK 350 

暗 褐 90 SK350 

淡 橙 50 SK350 

淡 橙 40 SK350 

黄 橙 40 SK350 

灰 白 80 SK350 

淡 橙 100 SK358 

にぶい橙 80 SK358 

灰 白 60 SK 359 

褐 灰 40 SK372 

にぶい黄橙 100 SK373 

にぶい黄橙 25 SK373 

淡 緑 20 SK374 

黄 橙 60 SK375 

l‘火火 緑 40 SK 376.底部ヘラ書き

黄 橙 60 SK 377,放射状暗文

黄 橙 30 SK378 

にぶい橙 20 SK 378 

暗色 調褐 1 残： I SK3~l土位置その他
浅黄 30I SK 385 



第 576表 土壊 （13)出士遺物観察表 (2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯岨 色調 残存 出土位置その他

1 坪 A IV H 11.9 33 70 B,D,E,H 普 通 淡黄褐 30 SK 387 

2 坪 A V H 12 2 3.4 7.5 B,D,E,H 普 通 淡 橙 90 SK 387 

1 高台付椀 HS 73 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 30 SK 395 

2 皿 HS 13.6 2.6 63 B, C, I 良 好 橙 35 SK395 

1 坪 A V H 12.6 3.2 7.3 B,D,E,H 晋 通 淡黄橙 30 SK 397 

1 坪 B V H 115 3.6 55 B,D,E,H 普 通 明 橙 100 SK412 

2 坪 B V H llO 4.2 3.3 B,D,E,H 普 通 暗 褐 40 SK 412,砂

1 高台 付椀 NS 13.5 4.8 4.2 B, G, I 良 好 黒 褐 30 SK413 

第 577表 士壊（14)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 9如,illぅ 底径 胎 土 焼成 鞘櫨 色調 残存 出土位置その他

1 均 C H 13.3 3.9 61 B,D,E,H 普 通 明 橙 50 SK416,下層

2 坪 C H 123 33 6.2 B,D,E,H 普 通 暗 褐 90 SK416 

3 坪 A w H 12.1 35 65 B,E,H 不 良 橙 80 SK416 

4 坪 A IV H 13.0 3.5 86 B,D,E,H 普 通 淡 橙 60 SK416,下層

5 皿 B H 130 2.9 9.5 B,D,E,H 普 通 淡 褐 40 SK416 

6 皿 A H 156 30 101 B,D,E,H 普 通 淡橙黄 40 SK416 

7 椀 NS 12.7 3.4 8.0 B,D 良 好 灰 白 40 SK416,最下層

8 坪 C H 119 29 B,D,E,H 普 通 l‘火火 橙 40 SK416 

（外）にぶい， 高台付椀 黒色 154 6.5 6.5 B.C.G 良 好 黄橙，（内） 75 SK416 
黒褐

10 高 台付皿 K 6.5 B,D,K 良 好 灰 80 SK416 

11 鉄 鉢 s 23.5 B, J 良 好 灰 60 SK 416,最下層

12 甕 B III b H 20.9 B,E,K 良 好 橙
日縁20
SK416 

他 ］0

1 坪 A IV H 13.9 32 4.9 B,E,H 普 通 暗白橙 50 SK419 

1 杯 A VI H 12.0 3.2 7.5 B,E,H 普 通 淡 橙 80 SK420 

1 坪 A w H 11.9 34 7.7 B, E, I 普 通 淡 橙 30 SK421 

2 皿 NS 14.8 21 6.0 B, I 良 好 橙 15 SK421 

3 甕 B Ill b H 21.8 B,C,E,H 良 好 橙 20 SK421 

1 坪 A I H 12.6 3.8 6.1 B,D,E,H 普 通 淡 橙 30 SK423 

1 高台付椀 NS 12.2 4.9 6.5 B, E, I 普 通 灰 70 SK433 

1 杯 C H 12.0 36 73 B,C,E,H 普 通 淡 橙 30 SK436 

1 大 甕 s B 良 好 青 灰 5 SK 439 

1 杯 B V H 12.1 3.9 4.2 B,E,H 普 通 淡 橙 50 SK 446,砂

2 坪 B II H 10.9 38 53 B,E,H 普 通 暗 褐 100 SK446，砂

1 坪 A w I-I 12.0 40 60 B,D,E,H 普 通 淡 橙 60 SK448 

1 高台付椀 HS 12.3 4.4 7.1 B, E, G, I 普 通 橙 95 SK450 

1 餌ギ K 12.6 B 良 好 灰 白 20 SK428 

第 578表 士壊 （15)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観嘘 色調 残存 出土位置その他

1 坪 A IV H 12.0 4.3 8.6 B,D,E,H 普 通 淡 橙 40 SK453 

2 坪 A N H 11.8 3.2 7.6 B, D, E, H 普 通 橙 40 SK453 

3 鉢 NS 272 B,C,E 良 好 灰 白 10 SK453 

1 甍 HS 24.2 F,G 良 好 青 灰 70 SK464 

2 大 甕 s 305 B,G 良 好 青 灰 20 SK464 

1 皿 s 12 7 1.8 62 B 良 好 灰 20 SK465 

1 皿 s 13.0 3.5 63 B 良 好 灰 40 SK466 

1 
陰刻花文輪

M 12.4 4.8 6.5 B 良 好 淡 緑 30 SK473 
花付高台付椀

1 坪 A H 119 3.0 8.0 B.E,H 普 通 暗黄橙 20 SK474 

1 坪 B V H 11.9 3.9 6.9 B.E,H 普 通 明 橙 30 SK479 
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第579表 土壊 （16)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘櫨 色調 残存 出土位置その他

1 鉢 s 18.8 B 良 好 青 灰 15 SK494 

1 坪 C H 11.8 3.5 68 B,D,E,H 普 通 暗 橙 40 SK495 

1 杯 A V H 12.2 36 53 C,D,E,H 普 通 淡黄褐 80 SK 501 

2 杯 A V H 11.8 3.8 55 B,D,E,H 普 通 橙 70 SK 501 

1 耳 .llll K 4.0 B,D 良 好 灰 白 40 SK 502，被熱

2 羽 口 B,E,H 良 好 淡 橙 80 SK 502 

3 羽 口 B,E,H 良 好 赤 橙 80 SK 502 

1 杯 A VI H 12.0 38 6.7 普 通 淡黄橙 40 SK 515 

第580表 士城 （17)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色調 残存 出土位置その他

1 坪 A IV H 10.8 3.2 5.5 B,D,E,H 普 通 、I‘火火 橙 30 SK527 

1 杯 A II H 122 3.5 8.0 B,D,E 普 通 、I‘火火 橙 60 SK 528 

2 杯 A IV H 12.4 35 6.1 B,D,E,H 普 通 暗 橙 90 SK 528 

3 高台付椀 HS 14.2 6.0 6.8 B, C, E, I 良 好
外一灰

60 SK528 
内 一灰黄

4 高台付 皿 K 77 B,D 良 好 灰 白 100 SK528，墨書

1 杯 A II H 11.8 34 7.0 B,D,E,H 普 通 橙 30 SK537 

1 小 皿 H 8.9 2.0 4.7 B.E,H 普 通 にぶい橙 90 SK545 

第 581表 土壊 （18)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色調 残存 出土位置その他

（外）灰白，

1 段 皿 M 17.3 B,D 良 好 （内）オリ ー 10 SK552 
プ灰

1 杯 C H 11.3 3.2 66 B,E,H 普 通 淡 橙 60 SK553 

2 杯 C H 11.8 3.2 7.3 B,E,K 普 通 橙 50 SK553 

3 杯 A VI H 106 3.2 3.7 B,D,E,G 普 通 淡 橙 30 SK553 

4 杯 A IV H 11.8 3.6 39 B,E,H 普 通 淡 橙 30 SK553 

5 杯 C H 12.1 3.5 4.2 B,E,H 普 通 暗 橙 90 SK553 

6 高台付椀 K 6.6 B,D,K 良 好 灰 白 25 SK553 

7 鉢 H 20.8 D,E,H 良 好 橙 20 SK553 

8 甕 B II a H 19.1 B,C,E,H 普 通 橙 20 SK553 ， 台付甕 H 17.0 B.E,G 良 好 にぶい黄橙 80 SK 553 

10 広口壷 s 22.4 B,G 良 好 青 灰 20 SK 553 

1 皿 A H 14.9 2.9 10.1 B,D,E,H 普 通 淡 橙 30 SK 571 

1 坪 A N H 13.7 4.1 9.1 B,D,E,H 普 通 30 SK 573 

l 坪 C H 11.8 2.9 80 B,D,E,H 普 通 淡 橙 20 SK 581 

第582表 土壊 （19)出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観櫨 色調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 NS 12.3 45 55 B,C 良 好 黄 灰 30 SK611 

1 蓋 HS B, I 良 好 浅黄橙 5 SK618 

2 長頸壷 K 106 B,D 良 好 灰 25 SK 618,被熱

1 高台付椀 HS 14.1 58 6.4 B.E 普 通 灰 白 80 SK 619 

2 蓋 s B 良 好 灰オリー プ 10 SK 619 

3 
陰刻花文

M B 良 好 淡 緑 5 SK 619 
高台付椀

4 甕 B lI a H 20.2 B,D,E,H 良 好 浅黄橙 20 SK 619 

1 坪 C H 11.0 136 7.8 B,E.H 普 通 暗 黄 30 SK 620 
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第583表 士壕 (20)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 ，如，，，ラ 底径 胎 土 焼成 饂櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 藍 HS B 普 通 淡 黄 5 SK622 

1 薔 s 136 B 良 好 灰 5 SK631 

1 甕 B ill b HS 20.0 B,E,H,K 良 好 にぶ い橙 40 SK 632 

1 商台 付 jlll HS 13.1 32 54 B, E, I 良 好 にぶい黄褐 95 SK643 

1 高台 付皿 K 83 B.D 良 好
灰 白

50 SK 644,墨響？
（灰強い）

1 高台 付椀 M B 良 好 淡 緑 5 SK645 

1 高台 付椀 HS 17.0 B 良 好 灰 20 SK646 

2 台付 甕 H 107 B,E,H,K 良 好 橙 25 SK 646 

1 坪 A w H 118 3.8 5.7 B.C,E,H 普 通 明 橙 100 SK 648 

2 坪 A IV H 12.1 3.8 71 B,C,E,H 普 通 淡 橙 30 SK 648 

3 杯 A V H 12.9 37 82 B.D,E,H 普 通 暗 橙 30 SK648 

4 杯 A VI H 119 36 2.8 B,D,E,H 普 通 暗 橙 40 SK 648 

5 坪 A VI H 134 3.0 50 B.E.H 普 通 淡 橙 40 SK648 

6 椀 HS 13.6 3.3 72 B. E, I 普 通 灰 25 SK648 

7 高台付椀 NS 15.2 51 67 I 良 好 灰 黄 90 SK648 

8 高台 付椀 NS 14.2 53 5.8 B,E,G 良 好 灰 白 75 SK 648,墨書， 甕 B I C H 22.0 B,E 良 好 浅 黄 橙 25 SK648 

10 甕 B ill a H 20.1 B,E,H 良 好 橙 25 SK 648 

第584表 土壊 （21) 出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯轄 色調 残存 出土位置その他

1 坪 A VI H 123 3.3 64 B,D,E,H 普 通 淡 橙 60 SK668 

1 坪 C H 120 3.0 8.4 B.D,E,H 普 通 ‘（‘火火 橙 30 SK670 

1 高 台付椀 K 67 B,D 良 好
灰 白

40 SK 671.被熱
（やや黄味）

1 高 台 付椀 HS 55 B, I 良 好 灰黄褐 20 SK672 

1 椀 HS 73 B,D 良 好 灰 白 25 SK679 

1 椀 黒色 12.8 3.2 62 B, I 普 通
外 一橙

20 SK686 
内一黒褐

第585表 土壊 （22)出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯櫨 色調 残存 出土位置その他

1 llll HS 13.7 3.0 6.1 B, I 普 通 にぶい橙 40 SK688 

2 高 台付椀 K 84 B 良 好 灰 白 20 SK688 

1 椀 NS 123 3.3 55 B, E, I 普 通 灰 白 25 SK 711 

2 椀 HS 132 4.0 57 B. E. I 普 通 にぶい黄橙 70 SK 711 

第586表 土壊群出士遺物観察表（1)

番号 器 種 種別 口径 器高 r如四ラ 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色調 残存 出土位置その他

1 高 台付 1IIl HS 132 27 5.8 B. E. I 良 好 褐 灰 10 第 1-A

2 高台 付椀 NS 14.3 63 7.0 B 普 通 灰 50 第 1-B 

3 甕 B 旧 c H 20.7 B,E,H 良 好 浅黄橙 20 第 1-B 

4 坪 A w H 12.7 2.9 85 B,E,H 普 通 黄 橙 40 第 1-C 

5 椀 NS 12.2 33 6.0 B, C, I 良 好 黄 灰 60 第 1-C

6 高 台 付椀 NS 13.6 15.2 6.8 B.E 良 好 黄 灰 60 第 1-c

7 高 台付椀 NS 13.8 6.2 6.4 B,D,E 良 好 黄 灰 80 第 1-c

8 高 台付椀 K 14.9 4.4 65 B,D,K 良 好 灰 白
底訊100
第 1-c，墨書

他 20， 高 台付椀 K 16.0 14.8 7.4 B.D 良 好 灰 白 70 第 1-C，被熱

10 高台付椀 K 18.8 6.2 90 B.D 良 好
灰 白

25 第 1-C 
（やや黄味）

11 長頸壷 K 106 B.D 良 好
灰 白

20 第 1-C 
（灰 強い）
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第587表土墳群出土遺物観察表（2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘轄 色調 残存 出土位置その他

12 坪 A V H 12.2 3.4 8.0 B,E,H 普 通 橙 100 第 1-D

13 椀 s 11.6 3.7 5.5 B 良 好 青 灰 40 第 1-D

14 高台付椀 K 15.6 4.8 72 B,D 良 好
灰 白

20 第 1-D
（やや灰強い）

15 高台付椀 K 17.2 B,D 良 好 灰 白 25 第 1-D，被熱

16 高台付椀 HS 16.8 88 61 B,C,G やや不良 浅黄橙 15 第 1-D

17 鉢 HS 30.2 B,H 普 通 褐 灰 20 第 1-D

18 甕 s 28.5 B,G 良 好 青 灰 20 第1-D

19 大 甕 s B 良 好 青 灰 5 第 1-D

20 坪 A V H 13.0 39 8.0 B,D,E,H 普 通 暗 褐 100 第 1-F

21 杯 A N H 13.8 4.5 5.2 B,E,H 普 通 淡 橙 40 第 1-F

22 皿 B H 13.1 2.5 5.2 B,D,E,H 普 通 淡黄橙 30 第 1-F

23 椀 NS 12.9 38 6.0 B 良 好 灰 80 第 1-F，墨書

24 椀 NS 13.2 3.5 6.0 B,E 良 好 灰 白 20 第 1-F 

25 把 手 K B,D 良 好 灰 白 5 第 1-H 

26 坪 A VI H 12.3 36 6.1 B,D.E,H 普 通 淡 橙 30 第 1-I 

27 高台付椀 HS 12.9 5.1 6.4 B,E 良 好 にぶい黄橙 90 第 1-I 

28 甕 s 21.8 B,G,K 良 好 青 灰 15 第 1-I 

29 杯 A V H 11.1 3.5 8.0 B,D,E,H 普 通 淡 橙 100 第 1-J 

30 杯 A V H 11.0 3.2 6.5 B,D,E,H 普 通 淡 橙 30 第 1-J 

31 杯 A w H 11.0 3.2 75 B,D,E,H 普 通 淡 橙 30 第 1-J 

32 杯 A V H 12.0 3.5 7.9 B,D,E,H 普 通 淡 橙 50 第 1-J 

33 杯 A w H 12.2 3.5 7.2 B,D,E,H 普 通 淡 橙 50 第 1-J 

34 高台付椀 NS 13.9 5.3 6.0 B, I 良 好 灰 白 75 第 1-J 

35 高台付皿 HS 14.4 2.7 8.0 B, C, I 良 好 黄 灰 10 第 1-J 

36 甕 Bm a H 13.8 B,E,H 良 好 にぶい橙 25 第 1-J 

37 長頸壷 s B,K 良 好 青 灰 90 第 1-J 

38 双耳壷把手 NS B,C,G,H 普 通 灰 白 10 第 1-J 

40 坪 A VI H 11.9 3.7 6.8 B,D,E,H 普 通 淡黄褐 100 第 1-M

42 長頸壷 K 8.2 D 良 好 灰 20 第 1-N

43 椀 s 12.8 3.9 6.7 B 良 好 灰 80 第 1-0

44 高台付椀 K 6.9 B,D 良 好
灰 白

100 第 1-0，被熱
（黄味）

45 高台付皿 K 14.2 2.9 7.0 D 良 好 灰 白 25 第 1-Q，被熱

被熟4高台付皿 K 6.9 B,D 良 好 灰 白 底昴100 第 1-Q．墨書

47 耳 皿 K 7.3 0.7 5.0 D 良 好 灰 白 10 第 1-Q

48 大 甕 s B 良 好 青 灰 10 第1-Q

2 坪 A w H 12.0 3.4 8.1 普 通 淡 橙 70 第 2-B

3 坪 A IV H 11.7 3.3 7.8 普 通 淡 橙 30 第 2-B

4 蓋 HS 13.4 普 通 R にぶい橙 5 第2-B

5 大 甕 s 良 好 R 灰 5 第2-B

7 杯 A II H 13.3 3.6 52 B,D,E 普 通 淡 橙 40 第2-F

8 杯 A w H 12.9 3.5 6.1 B,D,E,H 普 通 暗茶褐 30 第2-G

， 椀 HS 13.1 3.8 6.2 B, C, I 普 通
橙

30 第2-G 
（口縁蔀灰）

1 高台付椀 HS 15.8 5.4 6.7 B, E, I 普 通 橙 50 第3-B

2 高台付皿 K 7.8 B,D 良 好 灰 白 10 第3-C，被熱

3 杯 A w H 10.8 3.2 73 B,D,E,H 普 通 淡 橙 30 第3-D 

4 杯 A I H 12.9 3.3 8.9 B,D,E,H 普 通 淡黄 橙 30 第3-F

5 高台付椀 K 7.9 B,D 良 好 灰 白 40 第3-F
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第588表 土壊群出土遺物観察表（3)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色調 残存 出土位置その他

6 高台付皿 HS 125 24 5.7 B, I 良 好 にぶい黄橙 25 第3-F

7 甕 B II b H 19.6 B,C,E,H 良 好 浅黄橙 25 第3-F

8 杯 （暗文） H 14.1 37 9.2 B,E,G,H 普 通 淡 橙 60 第3-I，放射状暗文， 皿 A H 14.6 2.5 10.6 B,D,E,H 普 通 淡 橙 60 第3-I 

10 杯 A w H 11.7 2.7 71 B,D.E,H 普 通 淡 橙 30 第3-J 

11 鉢 s 20.0 良 好 L 灰 5 第3-L

12 亜士 s 16.7 良 好 青 灰
底昴100
第3-L 

他 25

13 皿 B H 14.4 2.7 9.4 B,D,E,H 普 通 茶 褐 50 第3-P 

14 高台 付椀 K 9.7 B,D 良 好
灰 白

25 第3-Q 
（やや黄床）

15 坪 A VI NS 13.8 5.2 5.8 D,E,H 良 好 灰 白 90 第3-S 

16 高台 付椀 NS 11.7 2.9 6.9 B. E. I 普 通 淡 橙 30 第3-S 

1 皿 B H 14.5 7.4 2.2 B,D,E 普 通 淡 橙 20 第4-A

2 椀 s 11.3 5.6 36 B,C 普 通 褐 灰 70 第4-A 

3 椀 NS 12.3 6.4 36 B 普 通 褐 灰 50 第4-A

4 高台付椀 NS 14.5 7.6 6.0 B 良 好 灰 40 第4-A

5 杯 A VI H 12.0 3.3 6.0 B,D,E,H 普 通 淡 橙 100 第4-G

6 高台付 皿 K 14.7 30 6.4 普 通 第4-G

7 裔台 付椀 HS 16.6 7.3 7.0 B. C, I 良 好 にぶい黄橙 25 第4-G

8 杯 C H 120 33 6.6 B,D,E,H 普 通 明 橙 50 第4-L， 杯 A w H 128 35 8.8 B,D,E,H 普 通 淡 橙 100 第4-L

10 坪 A V H 12.4 34 8.2 B.E.H 普 通 淡 橙 100 第4-L

11 坪 A V H 12.8 3.4 7.8 B,D,E,H 普 通 淡 橙 70 第4-L 

12 坪 A V H 122 36 5.1 B,D,E,H 普 通 暗 褐 90 第4-L

13 坪 A w H 13.0 3.5 7.0 B,E,H 普 通 淡 橙 90 第4-L

14 坪 B I H 11.8 4.6 6.0 B,E 普 通 淡 橙 30 第4-L

15 椀 NS 12.4 3.8 64 B, G, I 良 好 灰 白 95 第4-L

16 皿 NS 14.2 2.5 7.8 B, C, E,I 良 好 橙 40 第4-L

17 高台 付椀 NS 13.1 4.9 6.7 B, E, I 良 好 灰 100 第4-L

18 高台付椀 s 15.0 5.3 64 B 良 好 黄 灰 50 第4-L 

19 高台 付椀 HS 13.8 5.4 68 B, I 良 好 灰 白 75 第4-L

20 高台 付椀 NS 139 4.4 60 B, I 良 好 褐 灰 25 第4-L

21 高台 付椀 K 13.4 14.1 6.9 B,D 良 好 灰 白 50 第4-L

22 高台 付皿 K 13.7 3.1 6.2 B,D,H 良 好 灰 白 60 第4-L

23 甕 A 皿 b NS 206 B,C,E,H 普 通 橙 25 第4-L

24 台付甕 H 119 B,C,E,H 良 好 橙 25 第4-L

25 壷 H 9.6 B,C,E,H 良 好 橙 底蔀100 第4-L

26 台付甕脚 H 8.6 B,E,H 良 好 橙 40 第4-L

27 
亜一 s B,D 不 良 淡 灰 20 第4-L

28 甕 s 50.0 B,D,G 良 好 青 灰 15 第4-L

29 坪 A 皿 H 12.0 3.9 6.7 B,D,E,H 普 通 橙 白 70 第4

30 椀 s 12.8 37 7.2 B. I 良 好 灰 25 第4

31 椀 HS 13.0 3.8 6.4 B. G, I 良 好 にぶい黄橙 50 第4

32 椀 NS 12.6 3.5 5.7 B 良 好 灰 白 50 第4

33 皿 s 125 2.2 6.7 B.C 普 通 灰 白 50 第4

34 高台付椀 NS 17.2 7.4 7.0 B, E, I 良 好 灰 白 25 第4

35 高台付椀 HS 14.2 6.7 7.3 B, I 普 通 灰 白 30 第4

36 寓台付椀 NS 7.0 B, E, I 良 好 灰 白 50 第4

37 高台付 1IIl NS 12.0 2.8 6.0 B. I 良 好 灰 白 40 第4

38 高 台付皿 K 14.1 2.8 6.5 B,D 良 好 灰 白 60 第4

39 甕 B III b H 17.1 B,E,H 良 好 浅黄橙 20 第4

40 台付甕 H 122 B,E,H 普 通 第4

41 鉢 NS 245 B,C 良 好 灰 白 10 第4
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(7)井戸跡

中堀遺跡では、 3井の井戸跡を検出した。井戸跡は、

北西部・中央部・南東部のそれぞれ掘立柱建物跡群の

各群に1井ずつ確認できたが、中央部の第2号井戸跡

のみは、掘り方の途中で掘削を停止したようである。

そのため井戸跡は、北西部と南東部の竪穴式住居跡を

含む建物群に伴うと考えたい。

3井とも大形の掘り方をもった井戸跡であった。小

形の井戸は検出できなかった。第1号、第3号井戸跡

は、炭化した井戸枠を確認できた。また第1号井戸跡

では、開口部の周囲に溝と小規模な柱穴が検出できた。

井戸跡を囲む遮蔽物や上屋が、設置されていた可能性

が高い。

井戸跡から出土した遺物は決して多くはないが、中

堀珊期から仄期にかけての遺物であった。出土した士

器は供膳具に限られ、煮沸具は出土しなかった。

なお1日地表面から50cmのところに浅問山B軽石が、

レンズ状に堆積していた。

第735図井戸跡全体図

［
、
一

O 30m 
I ~ l 
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第 1号井戸 （第736図）

F. G-7グリッドに確認した。

周辺は、掘立柱建物跡・土城・小穴などの遺構が密

集していた。覆土上面に火山灰や鉄分を多醤に含む黒

色土が堆積し、容易に確認できなかった。しかし、多

量の川原石や砂利が覆土に含まれ、調査は困難を極め

た。

井戸の掘り方の形状は、方形で、確認面の規模は、

長軸4.03m・短軸3.7mであった。

掘削方法は、確認面下2mまで、地山をロート状に

掘り下げ平坦面を造った後一回り小さくさらに揺り下

げていた。平坦面まで井戸枠を設置し、黄褐色土の粘

質土を主体とした第11~14層で掘り方との隙問を埋め

てし、た。

炭化物の層 0015層）が、平坦面付近に検出でき、

井戸枠と判断した。不整形な八角形が確認でき、井戸

枠は八角形と推定した。井戸枠の規模は、 一辺0.38m

~0.56mで対角線の長さ2.2m前後であった。

井戸の深さは、 3.5mまで確認できた。周辺の遺構

の調査終了後、重機を使用して底面の検出作業を試み

たが、崩落が激しく測量は行えなかった。

第589表 第 1号井戸跡出士遺物観察表 （1）

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 B H 119 4.7 62 B,D,E,H 

2 杯 B H 113 3.6 5.7 B,D,H 

3 杯 B H 12.0 4.3 4.6 B,D,E,H 

4 杯 B H 10.5 4.5 37 B,D,E,H 

5 坪 B H 11.9 4.2 4.1 B,E,H 

6 杯 B H 128 4.0 3.7 B,E,H 

7 杯 B H 13.2 B,E,H 

8 高台付坪 H 7.5 B,E,H ， 椀 HS 12.5 4.1 5.1 B, E, G, I 

10 椀 HS 119 5.0 B,E,G 

11 椀 NS 11.5 3.9 5.1 B,E,G 

12 椀 HS 10.9 4.3 5.3 B,E,G 

13 椀 NS 112 3.6 4.7 B,E,G 

14 椀 HS 100 37 5.2 B,E,G 

15 高台 付椀 HS 13.3 4.7 B, E, I 

16 高台付椀 HS 123 4.8 5.1 B,E,G 

17 高台付椀 HS 11.4 5.0 5.3 B,E,G 

18 高台付椀 NS 11.7 45 51 B,E,G 

19 高台付椀 NS 112 4.1 5.3 B.E 

土

掘り方を囲んで、円形の狭く浅い溝を検出した。長

軸5.9m・短軸5.09mを測り、溝の幅は0.3m・深さ

0.18mであった。溝の中から径0.2~0.35m・深さ0.25

m前後の小穴を検出した。小穴は、 3基1組として掘

り方の四隅付近に配置されていた。上屋もしくは壁な

どの構造物の存在を推定させた。

遺構の切り合い関係は、第4号掘立柱建物跡より新

しかった。

1から7は、土師器の杯Bである。 8は、土師器の

高台付杯である。 3• 5 • 7は底部、 8は口縁部が欠

損している。

9 • 11から14は、椀である。 11• 13は、須恵器（N

s)である。ほかは、須恵器 (HS)である。 10• 15 

から30は、高台付椀である。 18から20は、須恵器（N

S)である。 28は、須恵器（S)である。ほかは、須

恵器 (HS)である。 10• 15は高台、 26• 29は底部が

欠損している。 27は底部のみである。

31は、須恵器（NS)の高脚高台付椀である。

32 • 33は、灰釉陶器の高台付皿である。 34は、緑釉

陶器の高台付皿である。 35は、緑釉陶器の高台付皿で

ある。 32は底部が欠損している。 33• 34は底部のみで

焼成 鞘轄 色調 残存 出土位置その他

普 通 淡 橙 20 

普 通 橙 60 

普 通 暗 褐 30 砂

普 通 暗茶褐 40 

普 通 黄 橙 50 砂

普 通 黄 橙 90 

普 通 暗 茶 30 

普 通 暗黄橙 30 

良 好 灰 黄 30 

良 好 黄 灰 60 底土出土

良 好 灰 60 

良 好 にぶい黄橙 100 

良 好 灰オリープ 95 

普 通 にぶい橙 は1rno底面付近
良 好 褐 灰 30 

良 好 黄 橙 40 

普 通 浅黄橙 80 

良 好 褐 灰 40 

良 好 灰 白 95 底土出土
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第736図 第 1号井戸跡 ・出土遺物 （1)
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l 淡乳白色土粒子の粗い屈

2 暗乳白色土粘性あり

3 黒色土 淡茶色の鉄分を多葉に含む(1、2屈の鉄分沈箔屈）

4 漆黒色土焼土、炭化物を多旦に含む小砂利を少磁含む

5 こげ茶色土焼土、炭化物、小砂利を多亙I~含む

6 茶褐色土焼土、大形礫を多旦に含む

7 茶褐色土焼土粒子、炭化物を多且に含む

8 黒色土 砂利主体焼土粒子を微呈含み、大形礫を多且に含む （井戸埋め上）

9 黒色土焼土粒子を多且に含む粘性あり

10 暗褐色土 焼土粒子を多盈に含み、炭化物、小砂利を少呈含む

11 淡灰掲色土炭化物を微最含む砂利層（掘り方埋め土）

12 掘り方面地山

13 淡黄褐色土粘土屈（掘り方埋め土）

14 黄褐色土粘土屈砂利を少盪含む（掘り方埋め土）

15 黒色土炭化材（井戸枠）

16 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子を少且含む粘性あり

17 暗灰褐色土 焼土、炭化粒子を多蓋に含み、土器片を含む

18 暗黄掲色土 焼土粒子、炭化粒子を少最含む小礫を少盈含む

19 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子を少涙含み、小礫を含む下位に炭化物を帯状に含む

20 暗灰褐色土 焼土粒子、炭化粒子を多凪に含む下位に炭化物を帯状に含む粘性あり

2] 暗黄褐色土 焼土粒子、炭化粒子、小礫を少屈含む

22 黄灰褐色土 小礫を多最に含む黄灰色粘士層
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第737図 第 1号井戸跡出土遺物 (2)
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ある。 35は口縁部破片である。

36は、灰釉陶器の小瓶である。 37は、灰釉陶器の長

頸壷である。 36は胴部上位以上、 37は胴部上位以下が

欠損している。

38 • 39は、土錘である。

40は、砥石である。

41 • 42は、凝灰岩の切石である。

第2号井戸 （第738図）

J -16グリッドに確認した。

大形の川原石を多量に含む砂利層が確認面のため確

認作業は困難であった。

第163号住居跡が埋まった後、その窪みを利用して

井戸の構築を試みたが、なんらかの理由で途中で放棄

したと推定した。

掘り方は円形で、規模は長軸4.73m・短軸4.58m• 

深さ1.5mであった。

覆土は、砂質の黒色土と地山の黄褐色士を含む土が、

交互に堆積していた。

遺物は、底面から緑釉陶器の輪花椀（9)、鉄製品

(14)が出土した。

lから3は、土師器の杯Bである。

4 • 5は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 6は、

須恵器（NS)の高台付皿である。 4は高台、 6は底
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第590表 第 1号井戸跡出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色調 残存 出土位置その他

20 高台付椀 NS 11.0 4.3 6.3 B,E,G 良 好 灰 黄 90 

21 高台付椀 HS 11.3 5.4 5.9 B,E,G 良 好 にぶい黄橙 90 

22 高台付椀 HS 9.2 4.1 4.3 B, E, G, I 良 好 にぶい褐 80 底土出土

23 高台付椀 HS 14.5 6.4 6.1 B, E, I 良 好 浅 黄 30 底面付近

24 高台付椀 HS 14.0 5.3 7.1 B,E 良 好 褐 灰 70 

25 高台付椀 HS 13.4 4.5 6.1 B, E,I 良 好 にぶい橙 50 

26 高台付椀 HS 14.1 B, E,I 良 好 灰 褐 5 

27 高台付椀 HS 6.6 B, E, I 良 好
（外）褐灰

10 黒色処理
（内）黒褐

28 高台付椀 s 13.5 6.2 7.2 B,E 良 好 褐 灰 60 

29 高台付椀 HS 14.2 5.8 5.0 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 100 

30 高台付椀 HS 139 6.8 7.7 B,E,G 良 好 褐 灰 70 底土出土

31 高脚高台付椀 NS 138 8.4 9.8 B,E 普 通 橙 95 底士出土

32 高 台付 皿 K 13.7 B,D 良 好 灰 白 10 

33 高台付 皿 K 6.6 B,D 良 好 灰 白 10 

34 高台付JIil M 72 B 良 好 淡 緑 10 

35 高台付椀 M B. I 良 好 淡 緑 5 

36 小 瓶 K 53 B 良 好 灰 白 10 

37 長頸壷 K 177 B,D 良 好 灰 白 80 被熱

第591表 第 1号井戸跡出士士錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 穴径 I重さ(g)I型式 I欠損分類 I写真番号 出土 位置その他

38 にぶい黄橙 70 

39 橙 100 4.5 

1.8 

1.9 

0.5 

0.5 

1

1

 

B

B

 

6
~
9
 

1
2
1
3
 

a

a

 

I
I
I
 

86 

87 

部が欠損している。

7は、灰釉陶器の高台付椀である。 8は、灰釉陶器

の高台付皿である。 9は、緑釉陶器の輪花付高台付皿

である。 10は、灰釉陶器の耳皿である。 11は、緑釉陶

器の高台付皿である。 12は、緑釉陶器の高台付椀であ

る。 7• 11は口縁部、 8は底部が欠損している。 10は

耳のみである。 12は体部破片である。

13は、灰釉陶器の長頸壷である。底部のみである。

14は、鉄製の掛金。 15は、鉄釘である。

第592表 第2号井戸跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色調 残存 出土位置その他

1 坪 B H 116 3.8 6.0 B,D,E,H 普 通 淡赤橙 40 

2 坪 B H 11.2 3.9 5.7 B,E,H 普 通 暗赤褐 100 

3 坪 B H 11.3 3.7 55 B,E,H 普 通 淡 橙 90 

4 高台付椀 NS 12.3 4.8 40 B,E,G 良 好 灰 白 30 

5 高台付椀 NS 14.9 6.1 7.1 B, E, I 良 好 黄 灰 70 

6 高 台付 皿 NS 13.2 2.2 5.7 B,E,G 良 好 灰 黄 25 

7 高台付椀 K 61 B,D 良 好 灰 白 50 被熱

8 高台付 皿 K 14.7 3.0 70 B 良 好 灰 白 80 被熱

， 綸花付高台付Jll M 13.3 4.5 68 
良好（硬質須

濃 緑 50 
恵器と 伺様）

10 耳 IDl K B 良 好 灰 白 3 被熱

11 闇台付 皿 M 7.2 B 良 好 淡 緑 10 

12 高台付椀 M B,D 良 好 淡 緑 5 

13 長頸壷 K 11.2 B,D 良 好 灰 白 25 被熱
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第738図 第2号井戸跡・出土遺物
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4 灰掲色土 砂主体黄褐色土粘土プロックを含む黒色土を屈状に含む

5 灰褐色土黒色土を含む

6 灰褐色土黒色土を含み、黄褐色粘土を部分的に多且に含む（砂脳）

7 暗褐色土 黄褐色粘土を少謀含む（砂層）

8 暗灰褐色土 砂利主体焼土を微量含み、暗掲色土を部分的に含む

9 暗灰黄褐色土焼士を微泣含み、炭化物を少嚢含む粘性あり
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第593表 第3号井戸跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観櫨 色調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 10.4 37 45 B,E,G 良 好 灰 黄 70 

2 高台付椀 HS 13.0 B. E, I 良 好 浅 黄 30 

3 高台付 皿 K 6.5 B 良 好 灰 白 底椙IOO

4 長頸壷 K 4.9 B,D 良 好 灰 白 20 被熱

第594表 第3号井戸跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 I穴 径 I重さ(g)I型 式 I欠損分類 I写真番号 出土位置その他

5 I明赤褐 I100 3.2 2.0 0.4 13.5 I B 1 I a 88 
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第739図 第 3号井戸跡 ・出士遺物

言
第3号井戸

1 暗褐色土 焼土を少屈含み、 B軽石を多址に含む砂'i'l

2 暗褐色土焼土を微伍含み、 B軽石を少足含む黄褐色粘土プロック、

河原石を含む

3 灰褐色土黄褐色粘土、黒色土を含む砂屈

4 灰褐色土 砂主体黄褐色土粘土プロックを含む黒色土を屈状に含む

5 灰褐色土黒色士を含む

6 灰褐色土 黒色土を含み、黄褐色粘土を部分的に多員に含む（砂屑）

7 暗掲色土 黄褐色粘土を少最含む（砂屈）

8 灰褐色土 砂主体 B軽石を含む

9 黄褐色土 砂層

10 黒色土 砂を微屋含む粘性あり

11 暗褐色土小礫を多盈に含み、砂を微裁含む

12 黒色土 焼土、黄褐色粘土プロックを微且含み、小礫を少嚢含む粘性

あり

-l3灰黒色土 灰褐色土を含む（粘土屈）

14 黒色土砂を微屈含み、礫を含む粘性あり

15 黒色土砂利主体河原石を少屈含む粘性あり

16 暗灰褐色土 河原石を少呈含む（砂利層）

17 暗褐色土焼土を微且含み、砂利を多足に含む粘性あり

+ 18 黒色土河原石主体白色粒子を多屈に含む砂質
閃 19 暗褐色士 焼士を微琵含み、砂利、大形礫を多昼に含む
s-5 20 暗灰褐色土 暗黄褐粒子を多且に含む砂利を少位含む

゜
2m 

65.3 ［ロ 冒

ロニ三［》

0 5cm O 2cm O 6 
I l I I 

第 3号井戸（第739図）

R • S-26グリッドに確認した。

砂利層が遺構確認面のため、覆土下層に大形の川原

石が多量に含まれていた。さらに湧水が激しく、調査

は困難を極めた。

覆土上層は、火山灰を含む黒色の砂質土と、地山の

ブロックを含む灰褐色の砂質土が交互に薄く堆積して

し、た。

掘り方は、砂利採取の撹乱によって一部破壊されて

いた。形状は、楕円形であり、確認面の規模は長軸

7.9m・短軸6.3mであった。

構築方法は、確認面から深さ3.1mまでロート状に

掘り下げ、井戸枠を設置したのち、砂利を主体とする

暗灰褐色土などで、掘り方との隙間を埋めていた。

確認面下2.4m付近で楕円形の炭化物層が確認でき、

円形の井戸枠と推定した。井戸枠の規模は、長軸2.4

m・短軸2.15mであった。

井戸の深さは、 4.84mまで確認できたが、湧水と、

壁面の崩落の恐れから、底面の検出は行えなかった。

1は、須恵器（HS)の椀である。 2は、須恵器 (H

S)の高台付椀である。 3は、灰釉陶器の高台付皿で

ある。 2は高台が欠損している。 3は底部のみである。
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4は、灰釉陶器の長頸壷である。底部のみである。

5は、土錘である。

6は、棒状鉄製品である。
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(8)竪穴状遺構

14基の竪穴状遺構が、調査区の北西部から南西部に

かけて検出できた。ここで竪穴状遺構として報告した

ものは、方形の掘り込みの一方にカマドを備えた一般

の竪穴式住居跡と異なる遺構を扱うこととする。発掘

調査中に工房跡 (SX)として調査した遺構である。

疇・形状ともに攣いで、柱や貯蔵穴などの特別

な施設を伴う遺構も少ない。

しかし大甕や土錘などが出士し、第7号竪穴状遺構

からは、士師器の三足付き香炉やトリベが出土するな

ど、周辺の建物と密接な関連が予測される。とくに第

5号～第14号竪穴状遺構は、第13号区画溝内の建物地

業助群の中にあったことから瓦の出土もみられた。

また須恵器大甕の出士した第4号竪穴状遺構は、出

士状態から須恵器大甕を据え付けた遺構とは考えにく

く、破損した須恵器大甕を廃棄した遺構と判断した。

第740図 竪穴状遺構全体図

I
、

一

5
 

O 30m 
I I 
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第595表 竪穴状遺構一覧表

番号 グリ ツ ド 長軸 短軸 深さ 長軸方向

1 B-3-C-2・3 270 1.88 0.12 N-23°-E 

2 F-5・G-5 4.09 197 0.12 N-84° -W  

3 S-17•T-17 5.57 2.30 024 N -0° -E 

4 0-18 576 2.42 023 N-12° -E 

5 R-8 197 1.27 006 N-81° -E 

6 Q-9 • R-9 4.30 2.18 0.18 N -2・ -E 

7 Q-9 4.91 055 N-86° -W 

8 R-11 281 1.88 015 N-61° -E ， Q-lO・ll・R-10・ 11 3.72 3.03 0.41 N-88° -E 
10 R-10 3.30 2.57 0.18 N-73°-E 

11 Q-10 2.24 015 N-90° -E 

12 R-11 3.30 297 0.27 N-35°-W  

13 R-11 2.33 0.12 N-87° -W  

14 P-ll・Q-ll 2.12 0.42 N-82° -W 

第1号竪穴状遺構 （第741図）

B-3、C-2・ 3グリッドに確認した。

周辺は、住居跡・溝などがみられたが、比較的疎ら

であった。

形状は、南壁中央の張り出す不正長方形で、規模は

長軸2.7m・短軸1.88m・深さ0.12mであった。

長軸方向は、 N-23°-Eであった。

遺構の切り合い関係はみられなかった。

1は、須恵器 (NS)の椀である。 2• 4から 6は、

高台付椀である。 3は、須恵器 (NS)の高台付椀で

ある。 1• 3 • 5は口縁部、 4は底部が欠損している。

5は底部のみである。

7は、灰釉陶器の輪花付高台付椀である。底部が欠

損している。

8は、須恵器（HS)の羽釜である。胴部中位以下

が欠損している。

第2号竪穴状遺構 （第741図）

F・G-5グリッドに確認した。

周辺は、掘立柱建物跡・土城・小穴などが密集し、

確認に手問取った。

形状は長方形で、規模は長軸4.09m・短軸1.97m• 

深さ0.12mであった。

長軸方向は、 N-84°-Wであった。南壁中央と北

形 状 時 期 備 考

南壁中央が張り出す不正長方形 10世紀後半

長方形 10世紀前半

北壁が短い台形 9世紀後半

長方形 9世紀後半

長方形 不 明

長方形 9世紀後半

方形 9世紀後半

長方形 不 明

方形 不 明

方形 9世紀前 半

L字状 不 明

方形 不 明

長方形 10世紀前半

長方形 不 明

東隅に、径0.3m・深さo.2~0.27mの小穴を3基検出
した。

遺構の切り合い関係は、第61• 62 • 72号土壊より古

かった。

1は、須恵器（S)の椀である。 2は、須恵器（S)

の高台付椀である。 3• 4は、須恵器（HS)の高台

付椀である。 5から8は、須恵器 (NS)の高台付椀

である。 1は底部のみである。 2は底部、 3は口縁部

と高台、 4から7は口縁部が欠損している。 8は底部

のみである。 6は内面のみ黒色処理が施されている。

9は、灰釉陶器の高台付椀である。底部のみである。

10から12は、土師器の甕である。 13から14は、高台

付鉢である。 15は、須恵器（S)の壷である。 16から

23は、土錘である。 10は胴部中位以下、 15は口縁部と

胴部中位以下が欠損している。 11• 12は脚部のみ、 13• 

14は高台のみである。

第3号竪穴状遺構 （第741図）

S • T-17グリッドに確認した。

周辺は、住居跡・土壊・小穴などが比較的密集し、

また覆土が地山と類似していたため確認に手間取っ

た。

形状は、北壁が短い台形で、規模は長軸5.57m・短

軸2.3m・深さ0.24mであった。

-936 -



第741図 第 1~4号竪穴状遺構

第2号竪穴状遺構
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長軸方向は、 N-0°-Eであった。

南側が、長さ 4m・幅2.17mにわたって一段低くな

っていた。

第596表 第1号竪穴状遺構出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 NS 5.9 B,D,E 

2 高台付椀 HS 15.4 6.2 6.5 B,C,E 

3 高台付椀 NS 6.4 B,D 

4 高台付椀 HS 12.2 4.1 6.2 B,D,E 

5 高台 付椀 HS 6.1 B,C 

6 高台付椀 HS 6.0 B,D 

輪花付
7 
高台付椀

K 16.4 B 

8 羽AI aロ HS 203 2.5 B,D,E 

第597表 第2号竪穴状遺構出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 椀 s 5.9 B,C,E 

2 高台 付椀 s 14.1 7.0 7.8 B 

3 高台 付 椀 HS B,C 

4 高台付椀 HS 5.5 B 

5 高台 付 椀 NS 6.0 B,D,E 

6 高台付椀 NS 61 B,E 

7 高台付椀 NS 5.8 B,C 

8 高台 付椀 NS 6.0 B,D ， 高台 付椀 K 66 B 

10 甕 A W C H 20.7 B.D.E 

11 台付甕底部 H 6.0 B,C 

12 台付甕底部 H 76 B,D 

13 高台 付鉢 H 14.2 B,E 

14 商台 付鉢 HS 14.6 B 

15 亜士 s B 

椀 HS 11.0 4.5 5.5 B,C,E 

第598表 竪穴状遺構出土土錘観察表

土

土

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

16 浅 黄 60 6.0 1.8 0.4 16.0 

17 暗 褐 100 6.0 1.7 06 152 

18 灰 黄 100 5.5 2.1 0.5 196 

19 浅 黄 80 1.7 0.5 11.1 

20 黄 橙 100 1.9 0.5 14.6 

21 浅 黄 橙 100 4.6 1.4 0.4 6.8 

22 浅 黄 橙 100 3.7 1.0 0.3 3.6 

23 黄 橙 30 0.9 0.3 15 

遺構の切り合い関係は、第553号土城より古かった。

南側の一段低い部分から、須恵器杯（3)が出土し

ている。

焼成 輛轄 色調 残存 出土位置その他

良 好 R 灰 白 40 

外一淡橙。
底部ー50。体・ロ縁ー

良 好 R 内一淡黄
橙

10 

良 好 L 灰 25 

淡橙。底
良 好 R 部内面一 30 

黒

良 好 R 明灰褐 40 

良 好 R 灰 褐 50 

淡灰。釉

良 好 はくらい 20 
緑

外ー暗灰

良 好 褐。内一 20 
暗 黄褐

焼成 輛櫨 色調 残存 出土位置その他

良 好 R 灰 10 

良 好 L 灰 白 20 

やや不良 R 明 褐 底部ー60。体 ・ロ縁ー10

普 通 R 褐 灰 20 

普 通 R 灰 白 20 

良 好 R 褐 灰 10 

普 通 L 
外ー黄灰。

20 
内一灰黄

良 好 R にぶい黄橙 10 

良 好 淡 灰 20 転用硯として

普 通 黄 橙 口縁部のみ

良 好 にぶい橙 10 

普 通 にぶい橙 20 

良 好 暗赤褐 25 

良 好 R 明 褐 20 

良 好 暗黒褐 10 口縁部のみ

普 通 灰 黄 100 

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

C 1 VI a 279 

C 1 I a 280 

C 1 I a 281 

C 1 II a 282 

C 1 I b 283 

C 1 I b 284 

C 2 m b 583 

C 2 I b 584 
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第742図 第1~3号竪穴状遺構出土遺物
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第743図 第4号竪穴状遺構出土遺物
竪穴状遺構4

｀
 
＼
 
口 デ 言 ：

゜0 5cm 
I l 

0 2cm 
9 9 

-=======-----

0 10cm 
l ,  

1 • 2は、士師器の皿である。 3は、須恵器 (NS)

の椀である。 4は、須恵器 (NS)の皿である。 9は、

須恵器 (HS)の椀で、内面に漆と思われる黒色の付

着物がみられた。 2は底部が欠損している。

5は、灰釉陶器の高台付皿である。底部外面に墨書

「床」がみられる。 6は、灰釉陶器の蓋である。 7は、

土師器の甕である。 8は、須恵器（S)の鉢である。

6は口縁部破片である。 7は胴部中位以下、 8は胴部

下位以下が欠損している。

10は、土錘である。

第4号竪穴状遺構（第741図）

0-18グリッドに確認した。

周辺は、住居跡・掘立柱建物跡・土壊・溝などの遺

構が密集し、砂利層が確認面であったため、確認に手

間取った。

形状は長方形で、規模は長軸5.76m・短軸2.42m• 

深さ0.23mであった。

長軸方向は、 N-12°-Eであった。

遺構の切り合い関係はみられなかった。

中央やや南寄りより須恵器の高台付椀（3)が、南

西隅から須恵器の大甕（6)が出土した。

1は、土師器の杯Aである。底部が欠損している。
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2は、須恵器 (NS)の椀である。

ている。

3は、須恵器（HS)の高台付椀である。

恵器（S)の高台付椀である。

6は、須恵器（S)

ある。

7は、土錘である。

口縁部が欠損し

4は、須

4は底部のみである。

5は、灰釉陶器の高台付椀である。底部のみである。

の大甕である。胴部下位のみで

第5号竪穴状遺構 （第744図）

R-8グリッドに確認した。

第1号建物地業跡の南側に位置した。周辺は小穴、

溝などの遺構が密集し、覆土も類似し、確認に手間取

った。

形状は長方形で、規模は長軸1.97m・短軸1.27 m • 

深さ0.06mととても浅かった。

長軸方向は、 N-81°-Eであった。

北西隅に径0.4m・深さ0.13m、南東隅に径0.2m • 

第599表 第 3号竪穴状遺構出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色調 残存 出土位置その他

1 皿 H 15.0 2.9 8.5 B,D,E 普 通 淡 橙 100 

2 皿 H 15.0 3.1 7.7 B,D,E 普 通 橙 30 

3 椀 NS 13.0 3.7 6.0 B, C, I 良 好 R 灰 白 70 

4 皿 NS 18.6 3.6 7.7 B,C 良 好 R 黄 灰 80 

5 高台付 皿 K 14.4 3.1 6.3 B,D 良 好 淡 灰 50 

6 薔 K B,D 良 好 淡灰白 10 

7 甕 B m a H 13.9 C,G,H 良 好 橙 15 

8 鉢 s 18.8 B 
良 好

青 灰 15 
（硬質）

， 椀 HS 7.5 B,E,G,H 良 好
外一灰白。

70 
内一黒

第600表 第3号竪穴状遺構出土土錘観察表

番号

10 

色調

橙

残存率

100 

長さ

4.0 

径

1.7 

穴径

0.3 

重さ (g)

12.0 

型式 欠損分類

I a 

写真番号 出土位置その他

第601表 第4号竪穴状遺構出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輪 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A H 11.8 3.0 7.8 B.D.E 普 通 黄 褐 20 

2 椀 NS 6.7 B,D 良 好 R 灰 白 10 

3 高台付椀 HS 8.1 5.6 6.9 B, C, E, I 良 好 R 橙 50 

4 高台付椀 s 7.2 B 良 好 R 灰 30 

外一灰白

5 高台付椀 K 9.2 B.D 良 好 内ーオリー 20 
プ灰

6 大 甕 s B 良 好 百圭 灰 20 

第602表 第 4号竪穴状遺構出土士錘観察表

番号

7 

色調

橙

残存率

50 

長さ 径

2.1 

穴径

0.6 

重さ(g)

15.4 

型式

B 1 

欠損分類

m a 

写真番号

89 

出土 位置その他

第603表 第6号竪穴状遺構出土遺物観察表

番号

1 

2 

器種

坪 A N 

坪 A N 

H

H
 

別種 口径

11.8 

12.5 

器高

3.5 

3.1 

鍔 底径

7.2 

8.3 

胎

B,E,H 

B,E,H 

土 焼

一普

普

＿通

通

成 輛轄 色調

黄橙

暗黄橙

残存

20 

40 

出土位置その他
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第744図第 5~11号竪穴状遺構
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深さO.OSmの小穴二基を検出した。

第1号建物地業跡周辺の小穴と重複関係がみられた

が、新旧関係は明らかにできなかった。

第6号竪穴状遺構（第744図）

Q・R-9グリッドに確認した。

第2号建物地業跡の東側に位置した。周辺は小穴．

溝などの遺構が密集し、覆士も類似し、確認に手間取

った。

形状は長方形で、規模は長軸4.3m・短軸2.18m• 

深さ0.18mであった。壁の立ち上がりは、緩やかであ

った。

長軸方向は、 N-2°-Eであった。

北週粒占い、南西隅に径0.3m~0.45m・深さ0.05m~

0.23mの小穴五基を検出した。

第2号建物地業跡の周辺の小穴と重複関係がみられ

たが、新旧関係は明らかにできなかった。

1 • 2は、土師器の坑ANである。 1は底部が欠損

している。

3 • 4は、平瓦である。

第7号竪穴状遺構（第744図）

Q-9グリッドに確認した。

第2号建物地業跡の東側に位置し、北側を砂利採取

の撹乱によって破壊されていた。規模などに不明な点

が多かった。

第605表第7号竪穴状遺構出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A w H 13.1 3.4 8.1 B,E,H 

2 杯 A w H 12.1 3.5 7.0 B,E,H 

3 杯 A N H 12.2 5.1 3.2 B,E,H 

4 皿 HS 12.8 2.6 6.0 B, I 

5 皿 s 12.7 6.3 2.2 B 

6 皿 HS 12.7 2.1 6.1 B. E. I 

7 三足付香炉 H 21.2 8.7 11.0 B.E.H 

8 卜 リ ベ B,E,H ， 卜 リ ベ B.E.H 

10 卜 リ ベ B,D,H 

土

推定される形状は方形で、残存した東西の長さは

4.91m ・深さ0.55mであった。東壁は、緩やかに立ち

上がっていた。

長軸方向は、 N-86°-Wであった。

南東コーナーおよび中央やや西寄りからは、小穴五

基を検出した。いずれも楕円形で規模は、長軸0.5m

前後、深さは0.09m~0.15mであった。

遺構の切り合い関係はみられなかった。

1から 3は、土師器の杯ANである。 2は黒色の付

着物が口縁部に確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

4 • 6は、須恵器（HS)の皿である。 5は、須恵

器（S)の皿である。

7は、士師器の三足付香炉である。底部が欠損して

し、る。

8から10は、 トリベである。

第604表第6号竪穴状遺構出士瓦観察表

番：I□I三I:::: I凹：面 1 2こ：り

第606表 第7号竪穴状遺構出土瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹面 側面

12 丸瓦 還元炎 刷り消し 布 1面面取り

13 不明 還元炎 刷り消し 布 1面面取り

14 丸瓦 中間 刷り消し 布 1面面取り

15 平瓦 中間 刷り消し 布 1面面取り

16 平瓦 中間 刷り消し 布

17 平瓦 還元炎 刷り消し 布

焼成 輛輯 色調 残存 出土位置その他

普 通 暗黄橙 100 

普 通 黄 褐 100 

普 通 黄 褐 30 

普 通 にぶい橙 40 

良 好 黄 灰 70 

（外）にぶ

良 好 い黄橙， 60 
（内）黄灰

不 良 橙 40 

不 良 浅黄橙 5 

不 良 浅黄 橙 10 

不 良 浅黄橙 5 
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第745図 第6~11号竪穴状遺構出土遺物
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11は、軒平瓦である。 12は、丸瓦である。13から17

は、平瓦である。

18は、鉄製の釘である。

第8号竪穴状遺構 （第744図）

R-11グリッドに確認した。

第3号建物地業跡の南西隅に位置し、南側は調査区

外となっていたため、全容は明らかにできなかった。

周辺は溝・ 小穴などの遺構が比較的密集していた。

形状は長方形で、規模は長軸2.81m ・短軸1.88m • 

深さ0.15mであった。

長軸方向は、 N-61°-Eであった。

第3号建物地業跡周辺の小穴と重複関係がみられた

が、新旧関係は明らかにできなかった。

1は、棒状鉄製品である。

第9号竪穴状遺構 （第744図）

Q・R-10・11グリッドに確認した。

第2号建物地業跡と第3号建物地業跡の問に位置し

た。周辺は、土壊・ 小穴などの遺構が密集し、覆土も

類似し確認に手間取った。

形状は方形で、規模は長軸3.72m・短軸3.03m・深

さ0.41mであった。壁は、緩やかに立ち上がっていた。

長軸方向は、 N-88°-Eであった。

遺構の切り合い関係は、第2• 3号建物地業跡周辺

の小穴と重複関係がみられたが、新旧関係は明らかに

できなかった。

1は、 平瓦である。

第608表 第10号竪穴状遺構出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A IV H 12.2 35 63 B,E,H 

2 坪 A IV H 12.3 3.2 6.8 B,E,H 

3 坪 A w H 11.2 2.3 B,E,H 

4 椀 HS 11.6 3.4 6.6 B 

5 椀 NS 12.3 4.2 8.0 B 

土

第10号竪穴状遺構 （第744図）

R-10グリッドに確認した。

第2号建物地業跡の南東隅に位置した。周辺は、士

壊 ・小穴などの遺構が比較的密集していた。

形状は方形で、規模は長軸3.30m・短軸2.57m ・深

さ0.18mであった。

長軸方向は、 N-73°-Eである。

遺構の切り合い関係は、第6号土壊より新しかった。

そのほか第2号建物地業跡周辺の小穴と重複関係がみ

られたが、新旧関係は明らかにできなかった。

lから 3は、土師器の杯ANである。 4は、須恵器

(HS)の椀である。5は、須恵器 (NS)の椀であ

る。 3• 5は底部が欠損している。

6は、平瓦である。

第11号竪穴状遺構 （第744図）

Q-10グリッドに確認した。

第2号建物地業跡と第3号建物地業跡の間に位置

し、 北側を砂利採取の撹乱によって破壊されていた。

形状や規模など不明な点が多かった。周辺は、土壊・

小穴などの遺構が密集し、覆土も類似し確認に手間取

った。

第607表 第9号竪穴状遺構出土瓦観察表

番：号 1::  I :]こ I刷： ：し 1 凹布面 1 1：面耳：り

第609表 第10号竪穴状遺構出土瓦観察表

番6号 1: : I ：1こ I刷： ：し 1 凹布面

側面

焼 成 観櫨 色調 残存 出土位置その他

普 通 黄 褐 100 

普 通 黄 白 70 

普 通 黄 橙 20 

良 好 にぶい黄橙 60 

良 好 灰 白 30 
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第746図 第12~14号竪穴状遺構・ 出土遺物
第12号竪穴状遺構 第 13号竪穴状遺構 第14号竪穴状遺構
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4 黒掲色土 焼土粒子を多且に含み、白色粒子を

少阻含む
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5 暗褐色土 焼士粒子、炭化粒子を多呈に含み、

白色粒子を少凪含む

G 褐色土 炭化粒子、白色粒子を少屎含む

7 赤褐色土黒褐粒子を多凪に含む焼土府
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第610表 第13号竪穴状遺構出土遺物観察表

番号

1 

2 

器

坪

坪

直
―

B

B

手

H

H

 

別種 口径

12.1 

13.1 

器高

4.7 

3.7 

鍔 底径

5.7 

6.3 

胎

B,E,H 

B,E,H 

士 焼

普

普

＿通

通

成 観輯 色調

橙

黄橙

残存

40 

40 

出士位置その他

R-ll-4 
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検出された部分の形状はL字状で、規模は東西方向

2.24m・深さ0.15mであった。

長軸方向は、 N-90°-Eであった。

遺構内から、不整形な掘り込みや、径0.25m前後の

小形の小穴を検出した。

第2• 3号建物地業跡周辺の小穴と璽複関係がみら

れたが、新旧関係は明らかにできなかった。

1は、平瓦である。

第12号竪穴状遺構（第746図）

R-11グリッドに確認した。

第3号建物地業跡の南西隅に位置した。周辺は、溝

や小穴などの遺構が比較的密集していた。

形状は方形で、規模は長軸3.3m ・短軸2.97 rn ・深

さO.27 rnであった。

長軸方向は、 N-35°-Wであった。

遺構の切り合い関係は、第28号溝より新しかった。

第13号竪穴状遺構 （第746図）

R-11グリッドに確認した。

第3号建物地業跡の南側に位置し、南半分が調査区

外であったため、不明な点が多かった。

推定される形状は長方形で、規模は東西方向2.33

m・深さ0.12mであった。

第611表 第11号竪穴状遺構出土瓦観察表

I番1%|::  I :::I刷： ：し1凹布面 1 側一面
第612表第13号竪穴状遺構出土瓦観察表

番： I：:  I :;:  I刷： ：iし 1 凹布面 1 1:面:iり

第613表第14号竪穴状遺構出士瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹 面 側面

1 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1面面取り

2 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 2面面取り

3 平瓦 還元炎 刷り消し 布

4 丸瓦 還元炎 測り消し 布

長軸方向は、 N-8T-Wであった。

北西隅に長軸1.15m・短軸0.76m・深さ0.18mの不

正長方形の掘り込みがあった。

遺構の切り合い関係はみられなかった。

1 • 2は、土師器の坑Bである。 2は底部が欠損し

ている。

3は、丸瓦である。

4は、鉄釘である。

第14号竪穴状遺構（第746図）

P・ Q-11グリッドに確認した。

第3号建物地業跡の北側に位置した。周辺は、砂利

採取の撹乱が激しく、第14号竪穴状遺構も西側を破壊

されていた。

形状は、長方形と推定した。南北方向の長さは、

2.12m・深さ0.42mであった。

長軸方向は、 N-82°-Wであった。

遺構内から第14号鍛冶炉頃与N章3- (9)鍛冶炉

参照）を検出した。

遺構の切り合い関係はみられなかった。

1から 4は、平瓦である。

5 • 6は、棒状鉄製品である。7は、板状鉄製品で

ある。

以上竪穴状遺構は、 一般的な竪穴式住居跡と比較す

ると、カマドが見られないこと、不整形であること、

掘り込みが浅いこと等から竪穴式住居跡やいわゆる士

壊とは区別して掲載した。

これらは、床面が一定しないことや、小形であるこ

と、 比較的遺物の出土量が少ないことなどから、全体

に居住性が低かったと判断した。この竪穴状遺構の機

能としては、様々な推定が可能であるが、ここでは、

調査時の所見から、以下まとめておくこととしたい。

まず1から 4号竪穴状遺構であるが、これらは単独

に存在し、比較的規模も大きい。 しかし掘り込みが浅

＜疇であることなどから、竪穴式住居跡の造作途

中で放棄したか、あるいは簡易な建物跡であろうかと
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